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巻頭言

　2025年4月の資材部会総会におきまして部会長を拝命
しました、市岡㈱の市橋と申します。
　日頃より部会会員の皆様には部会事業に対しまして、ご
支援、ご協力をいただき誠にありがとうございます。また、
架装メーカーである、正会員の方々にも資材部会事業活動
に対しまして深いご理解とご支援を賜り心より御礼を申し
上げます。歴史ある車体工業会の資材部会長という大任で
はありますが、会員の皆様のご支援、ご協力を賜りながら
務めていきたいと存じますので、どうぞ、よろしくお願いい
たします。

　本年は、資材部会が設置されて、60年という節目にあた
ります。10年前には部会として「50年史」を制作し発刊しま
した。部会長就任にあたり、改めて「50年史」に目を通しま
した。資材部会が架装メーカーと部品メーカーの強固な協
力体制が求められる中「必要」とされて発足し、これまで架
装メーカーとの強い連携をもって歩んできたこと等、その
歴史の重みを改めて実感いたしました。これまでご尽力い
ただきました諸先輩方、会員の皆様のご活動に心より敬意
を表します。これからも「必要」とされる「部会」として事業を
進めていきたいと存じます。

　60年という節目では、「50年史」からこれまでの10年の
「軌跡」を残せたらと、「60周年記念事業委員会」を立ち上
げました。貴重な資料を今後の未来に対し少しでも残して
いければと考えています。

　現在の部会の事業の取組みでは、「安全対策」、「環境
（CN）対策」、「会員支援事業」に沿って進めています。
　まず、「安全対策」では、車体工業会で取り組んでいる
「JABIA素材登録」での難燃性試験実態調査委員会の活
動があります。「JABIA登録」制度は当会の事業にとって、

とても重要な制度であります。この「JABIA登録」制度を今
後も、適正に維持・継続していくため、資材部会で「難燃性
試験実態調査委員会」を設置し、試験実施事業者の設備や
試験方法、試験に対する技能が適正に実施されているか、
調査をしています。
　またフィルムグループでは、夜間の交通事故防止のため
「再帰反射材」の貼付促進運動を実施しています。本年は
会員の皆様に「再帰反射材のアンケート」をお願いし、多く
の会員の皆様から回答をいただくことができました。会員
の皆様には心より御礼を申し上げます。このアンケート結
果を検討し、更なる安全対策の取組みを進めていけたらと
考えています。

　次に、環境（CN）対策としてはエネルギー調査への対応、
架装メーカーへの適正な環境対応製品の供給、さらに会員
会社の自社の環境（CN）等の取組みや製品について、機関
紙「車体NEWS」を通してご紹介しています。
　会員支援事業としては、業界の最新情報、需要動向、新
技術の紹介などをテーマに、毎年講演会を開催して情報を
発信しています。

　私個人としても、一昨年開催しましたWILLER㈱の村瀬
代表取締役による講演会「MaaSがもたらす輸送革命」で
ご紹介いただきました同社の取組みに、とても感銘を受け
ました。今後も引き続き会員の皆様にとって有益な情報発
信等に取り組んでいきたいと存じます。

　最後に、資材部会は架装メーカーである正会員の皆様と
の連携を密に、コンプライアンスを遵守して、業界の発展
に対して取り組んでまいります。
　皆様、これからもどうぞよろしくお願いいたします。

資材部会長　市橋　康男
市岡㈱・代表取締役社長

資材部会創立６０周年
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２０２5年度秋季会員大会を開催

NEWS特集　秋季会員大会

　会員の皆様には日頃より当会の活動にご支援・ご協力を
いただき、誠にありがとうございます。
　ようやく秋の気配を感じる穏やかな季節となりましたが、
各地では記録的高温や大規模な林野火災、台風による豪雨
被害など、気候変動対応の重要性を改めて感じさせられる
年となりました。
　もし、お困りのことがございましたら、ご遠慮なく当会事
務局までご相談いただければと存じます。

　それでは、当会を取り巻く状況についてお話しをさせて
いただきます。
　まず、本年度４月から９月の当会会員の累計生産台数は、
112万3千台となり、前年に対し108％と増加しました。
　一方、委託生産車を除く、当会特有車は７万３千台となり、
前年比98％となりました。
　また、取り巻く環境につきましても、米国による中・大型ト
ラックへの追加関税、長引く国際紛争や物価高騰等の影響
もあり、先行きは不透明で、予断を許さない状況が続いて
います。
　次に事業計画の進捗状況について少しお話しをさせて
いただきます。
　今年度も、カーボンニュートラル対応、活性化活動、ガバ
ナンスなど主要６項目について活動をしています。
　「カーボンニュートラル対応」につきましては、本年度より
「CNを正しく理解する」を推進してきたフェーズⅠから、有
効策を実施し「CNの実現」を推進していくフェーズⅡへと
移行しています。
　そのために、CO2排出量削減事例や、補助金に関する情
報などの発信強化と、アンケートを通じた各社の困りごと
の改善を行っていきます。

■ 会長挨拶
　また、お隣の東京ビッグサイトでは、一昨日より「ジャパン
モビリティショー２０２５」が開催されています。
　「活性化活動」として、当会も屋内 東６ホールにて「みん
なが見たい 知りたい 楽しい」をコンセプトに展示をしてお
ります。

　最後にガバナンスです。
　事業者団体活動と独占禁止法（特に競争法）は紙一重で
あり、個々の判断で「これぐらい良いだろう」と思っていたこ
とが、大変重い制裁へと繋がることがあります。
　これに対し、皆様自身そして会員会社をお守りするため
にも、安心して活動できるルールの検討を進めております。
一部、皆様にとってご不便をおかけする内容もあるかと思
いますが、一人ひとりが自分事として受け止め、ご理解、ご
協力をいただけますよう、お願いいたします。

　以上のように、現時点では、概ね計画どおり進捗している
と判断しております。下期も継続して推進をして参りますの
で、ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。
　最後に会員各位の益々のご発展と、ご健勝を祈念いたし
まして、開会の挨拶に代えさせていただきます。
　本日は誠にありがとうございます。

　２０２5年度秋季会員大会が、10月31日、有明セントラルタワーホール＆
カンファレンスにおいて開催され、多くの会員が出席した。

冨山 会長
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一方で、ヒエラルキーや「御意文化」が強い組織では、声が
上がらず不正や事故につながりやすい。NASAのロケッ
ト事故の事例や、自
動車業界におけるリ
コール問題を例に挙
げ、声を上げられる環
境が重要性です。
　また、実際の組織の
中では上司と部下双
方がコミュニケーショ
ンに課題を抱えてい
る現状を踏まえ、権力
格差が心理的安全性
を損なう要因である
と言えます。

　解決の鍵は「見えて
いる景色が異なる」こ
とを理解し、対話を通
じて組織を立体的に
捉えることです。心理
的安全性は完璧な組
織を作るものではなく、間違いを共有し学びながら成長す
るための基盤であり、これにより、組織は変化の激しい時代
に柔軟に対応し、持続的な成果を上げることができます。

　講演を通じて、心理的安全性が単なる理論ではなく、現
場での実践を通じて組織文化に根付かせるべき基盤であ
り、今後ますます不可欠なテーマとなることが説明された。

NEWS特集　講演会

　自動車業界を中心に注目を集める「心理的安全性」について、その基
礎的理解と実践的意義が紹介された。講師は、組織変革プロジェクトや
役員研修、離職防止研修などの現場で培った知見をもとに、心理的安
全性がいかに効果的な組織運営の鍵となるかを具体的に説明した。

講演会を開催

心理的安全性のつくりかた

　心理的安全性とは、
地位や経験に関わら
ず率直に意見や疑問
を言い合える環境を
指し、単なる衝突や迎
合ではなく、成果や顧
客価値に向けて建設
的に本音をぶつけ合
える状態です。工事現
場での「安全第一」で
例えるならば、工事そ
のものが危険なので
工事をしないのではなく、安全に工事が進められるように
保護具を着用するのと同様に、意見を言わないことが安全
なのではなく、異論や挑戦をしても安心できる環境こそが
心理的安全性なのです。
　この環境が整うことで、個人のミスが組織全体の学びに
転化され、チームの学
習や意思決定の質が
向上する。結果として
パフォーマンスやエ
ンゲージメントが高ま
り、離職防止にもつな
がる。特に若手社員は
心理的安全性の低さ
に敏感であり、離職要
因となりやすいことが
研究でも示されてい
ます。
　また、誤解として「ぬ
るい職場」や「上司が
部下に迎合する場」と
捉えられがちだが、実
際には高い基準と心
理的安全性が相乗効

心理的安全性とは

御意文化

見えている景色が異なる

果を生み、健全な衝突を通じて高い成果を導くことがデー
タでも確認されています。

㈱ZENTech 代表取締役
石井 遼介 氏
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　日本自動車車体工業会は、2025年10月31日～11月9日
に開催されたジャパンモビリティショー2025において、屋内
展示ブースを出展しました。
　前回（2023年）は屋外で合同展示を行い、会員企業の車両
を一堂に展示しましたが、今回は展示スペースの関係から屋
内展示とし、当会取組み紹介をメインの展示構成に挑戦しま
した。

展示内容のポイント

親子で楽しめる工夫

● 車体工業会の取組み紹介
 安全・環境への取組みや、はたらくクルマができるまでをわか
りやすく動画やパネルで解説。

● 部会別代表モデルカー展示
 各部会を代表するモデルカーを展示し、業界の多様性をア
ピール。

● 会員企業紹介パネル
 会社名、製品の写真、製品名をパネルで紹介し、来場者に架装
車両や会員企業の多さを伝えました。

　今回の展示は、特に親子連れの来場者をターゲットにした構成
としました。
　子ども向けイベントとして「ぬり絵コーナー」を設置し、塗っても
らった“はたらくクルマ”をブース内の壁に自由に貼ってもらうこ
とで、期間中にブースがどんどん華やかになりました。
　その様子はJMS特設ホームページやInstagramで随時発信
し、オンラインでも盛り上がりを共有しました。
　この結果、期間を通して約1,300枚のぬり絵を貼付させていた
だきました。

https://laboratorio.co.jp/jabia/

ジャパンモビリティショー2025出展

NEWS特集　ジャパンモビリティショー２０２5

特設ホームページ
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動画上映モニタ

https://www.instagram.com/jabia_koho/

ジャパンモビリティショー2025で笑顔満開 ！

NEWS特集　ジャパンモビリティショー２０２5

JABIAマークの顔出しパネルは、
フォトスポットで人気

最終日には、パネル
からはみ出すほど、た
くさんのぬり絵が集
まりました

はたらくクルマを動画で分かりやすく紹介 ぬり絵展示パネル

顔出しパネル

モデルカー展示

インスタグラム

車体工業会
展示ブース

多くの親子連れで賑わったぬり絵コーナー

開催期間中は
インスタグラム
で情報発信
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NEWS特集　カーボンニュートラル対応

カーボンニュートラル対応 第18回

日常生活でできるCO 2削減の工夫

・ 前回は「カーボンニュートラル(CN)とは何か」について紹介しました。
 CNは、CO2を減らす・吸収することで地球温暖化を防ぐ取組みです。
・ 今回は、私たち一人ひとりが日常生活でできる工夫を紹介します。

CN専用ホームページ

CO2排出量調査(2024年度実績)へのご協力依頼　(会員の皆様へ）

　会員にとって有益な情報を継続して発信して参りますので、掲載要望やお気づきの点がございましたら、
お気軽に事務局までお問い合わせください。
お問い合わせはこちら　　https://www.jabia.or.jp/cn/contact/

次号（#3）予告
はたらくクルマのCO₂削減への
取組みを紹介予定です。

　2050年のCN達成に向け、当会も2030年に向けたCO2排出量の目標値を掲げ、会員の皆様の排出量、省エネ量
等の実態把握を行い、エネルギー削減につながる活動を進めて参ります。
以下項目のご提出をお願いいたします。
＜調査項目＞
　① エネルギー調査（2024年度実績）　　② CO2削減内容報告（2024年度実績）
　③ 省エネ・CO2削減量報告　　　　　 ④ CN取組み目標アンケート

1. 家の中でできること
　◦照明はLEDに切り替える
　◦エアコンの温度設定を見直す（冬20℃・夏28℃）
　◦家電を「待機電力ゼロ」にする
　◦節水シャワーヘッドや保温ポットで省エネ

2. 移動でできること
　◦徒歩や自転車を活用してCO₂削減
　◦公共交通機関を利用する
　◦自動車はエコドライブを心がける（急発進しない・アイドリングストップ）

3. 食生活でできること
　◦地元産や旬の食材を選ぶ
　◦食べ残しや買いすぎを減らす
　◦マイバッグ・マイボトルを持ち歩く

4. 職場・学校でできること
　◦リモートワークの活用
　◦コピーは両面印刷
　◦不要な電源はこまめにOFF
　◦ペーパーレス化・デジタル化の推進
　◦再生可能エネルギーの活用
　◦ごみの分別とリサイクルの徹底

5. まとめ
　◦小さな工夫が集まれば、大きな成果に
　◦家庭・職場・地域が協力し、未来の地球を守りましょう
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NEWS特集　コンプライアンス優先経営の徹底

コンプライアンス優先経営の徹底
会員各社による独占禁止法対応に向けた活動紹介
第２回 中央業務委員会

●よくある質問コーナー

公取委相談先

　中央業務委員会では、当会会員各社における独占禁止法（以下 : 独禁法）遵守を促進する社内風土（独禁法に関
する知識や感度が高く、法令違反のリスクに事前に気づき、必要に応じて専門家へ相談できる風土）造りをサポー
トする活動を、今年度から行っております。
　前回に引き続き今回も公正取引委員会ホームページ （以下 : 公取委HP）の紹介です。
公取委HPには、独禁法や中小受託取引適正化法（旧名:下請法）に関連する様々な資料が掲載されています。
●よくある質問コーナー（独占禁止法）
　独禁法に関する一般的なQ＆Aが39問（１２月１日時点）掲載されています。
是非、社内教育・風土醸成へのご活用をご検討ください。

https://www.jftc.go.jp/dk/dk_qa.htmｌ

https://www.jftc.go.jp/soudan/jizen/

出展 ： 公取委HP 独占禁止法
https://www.jftc.go.jp/dk/

主な質問事例
Q1
公正取引委員会が運用す
る独占禁止法の目的は何
ですか。
Q2
独占禁止法の規制内容を
教えてください。
Q6
事業者団体のどのような行
為が禁止されているので
すか。
Q25
中小事業者にとって独占禁
止法等に関する身近な相
談窓口としては，どのような
ところがあるのでしょうか。

上記の回答はHPをご覧願
います。
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2024年度会員企業の
売上高／従業員数調査まとめ

NEWS特集　会員企業調査

　毎年実施している会員原簿調査結果について、本年度調査結果がまとまったの
で概要を報告する。(正会員対象に202５年7月に調査、売上高は202５年3月に最
も近い決算期、従業員数は2025年3月末現在）

■売上高／生産台数／従業員数（工業会全体）
年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

調査会員数（社） 186 188 195 195 198 202 209 211 212 217
売上高（億円） 54,437 57,166 57,927 61,087 64,457 63,136 50,285 56,861 67,637 71,680
生産台数（台） 2,178,644 2,208,784 2,168,032 2,235,938 2,211,598 2,071,776 1,837,380 1,880,206 2,145,384 2,172,916
従業員数（名） 52,523 54,492 54,676 58,803 61,022 59,776 59,998 59,512 70,139 72,017

１．売上高・生産台数・従業員数
　₁ 会員全体 ・ 総売上高 7兆1,680億円（前年度比 102.4%）
  ・ 総生産台数 217万2,916台（前年度比 106.0%）
  ・ 総従業員数 72,017名（前年度比 102.7%）

　₂ 非量産車製造会社
・ 総売上高 8,200億円（前年度比 117.2%）
・ 総生産台数 154,032台（前年度比 103.3%）
 　　　　　　　　内訳 : 前年割れ[特装93.3%,トレーラ95.9%]　前年比大幅増[特種132.7%,バス141.5%]
・ 総従業員数 21,182名（前年度比 108.6%）
 　　　　　　　　内訳 : 正社員（前年度比 100.6%）、期間工等（前年度比 147.3%）

■従業員数推移（非量産会社）

■売上げ／生産台数(非量産車生産会社)

（年度）

（年度）
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■中央業務委員会「管理監督者合同研修」を開催
　中央業務委員会（委員長・矢野彰一・㈱矢野特殊自動車
社長）は、11月21日に「管理監督者合同研修 ”マネジメント
力＆コミュニケーション力向上”講座」を当会会議室で開催
し、14社20名が参加した。
　本研修は、2015年度の特種部会主催「外部講師による
合同研修」、２０17年度の特種部会＆中小会員ネットワーク
強化ＷＧ主催「管理監督者層対象のマネジメント合同研修」
を受けて、2018年度から中央業務委員会が主催しており、
2023年度までは特装・特種・トラック・バン・トレーラ部会の
中小会員限定であったが、2024年度から対象を全正会員
に拡大し現在に至る。
　今年度もPHP研究所
の会場清晃氏を講師に招
き、管理監督者として激
動する社会情勢の中でよ
り良き職場環境を築き、
特に若手世代との良好な
関係を保ちながら組織力
を発揮するための“マネジメント力＆コミュニケーション力
向上”について、「凡事徹底」「曖昧排除」「率先垂範」をキー
ワードにしたグループやペア討議により、各自が学び気づ
く研修となっている。
　参加者からは、「的を射た有効なコミュニケーションスキ
ルを学べてありがたかった」、「当たり前のことを当たり前に
やり続けることの大切さを再認識できた」、「職場だけでな

本部だより

■中央技術委員会車両後退通報装置検討WG
「保安基準第４３条の１０車両後退通報装置細
目告示第６７条の６解説書」を作成

　車両後退通報装置検討WG（座長・長田善彦・新明和工業
㈱品質保証部長）は、2025年7月に車両後退通報装置（保
安基準第４３条の１０車両後退通報装置細目告示第６７条の
６）解説書を発行した。
　また、この解説書発行に伴い、8月25日に解説書の説明
会を開催した。当日は自動車技術総合機構検査部検査課第
一係長にもご出席を賜り、説明会には架装工事における車
両後退通報装置の扱いを広く知ってもらうため当会会員だ
けではなく、日本自動車工業会、日本自動車輸入組合にも
ご参加いただいた。
　説明会の質疑応答でいただいた質問事項については、車
両後退通報装置検討WGで精査した上、解説書に追記し第
2版として年内をめどに発信する予定となっている。

NEWS FLASH　本部だより

■「商用車架装物解体作業見学会並びに意見交
換会」を実施

　環境委員会架装物リサイクル分科会（分科会長・新井佳
和・極東開発工業㈱技術本部営業技術部部長）では、11月
7日に日本トラックリファインパーツ協会（以下JTP）、日本
自動車リサイクル機構（同JAERA）主催の商用車架装物解
体作業見学会に参加し、解体作業における課題等について
意見交換を行った。
　 当 日 は J T P 、
JAERA、環境省、日
本自動車工業会（同
自工会）、当会より28
名が参加し、㈲金沢
商会（埼玉県三郷市）
では塵芥車とシャシ
の解体作業を見学
し、㈱やまたけ（埼玉
県三郷市）では乗用
車の車体をシュレッ
ダー処理に適した状
態に加工する中間処
理作業を見学した。
　

㈲金沢商会

PHP研究所 会場講師

研修㈱やまたけ

　作業見学後の意見交換会では、解体作業上の困りごとの
聞き取りを行い、分別しにくい構造、作動油の処理、再資源
化しにくい材質、タンク内残留物の処理徹底等についての
要望があり、今後の活動テーマとして取り組んで行く。
　また、当会が自工会と共同で推進する協力事業者制度に
おいてFRPやリチウムイオン電池の処理対応、火災車両で
発生する廃棄物の処理対応での問題等についても活発な
意見交換が行われ、互いの課題を再認識する貴重な機会と
なった。
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方の工夫や重要性を学び、その後技能別に教え方マニュア
ルに基づいて参加者自身が「どのように教えるか」を実際に
試行した。
　からくり制作
では、初対面の
2名が1チーム
となり、限られ
た部材で課題
を解決するから
くりを制作。コミュニケーションの大切さや、相手の意見を
尊重しながら成果をつくる姿勢を学ぶ時間となった。
　研修終了後、参加者からは「実際に体験・体感することで
理解が深まった」「自社でも取り入れたい」との声が多く寄
せられ、教える側だけでなく“教わる側の視点”を再確認で
きる有意義な研修となった。

■「現地現物による技能系社員研修」を開催
　トヨタ自動車東日本㈱の協力のもと、11月6～7日の2日
間にわたり、宮城大衡工場及びトヨタ東日本学園にて「現地
現物による技能系社員研修」を実施した。今回の研修には
6社12名が参加し、生産現場の人材育成を担う管理者層を
中心に、“教わる側の視点”に立った教育手法を学んだ。
【1日目】安全体感・工場見学・技能別交流会
　初日は安全体感研修からスタートし、労働災害が起こる
要因や、ルールを守らない作業がどのような危険を招くか
を体感。机上では得られない「危険の大きさ」を実感する機
会となった。
　続く工場見学では、JPN TAXI・シエンタ・ヤリスクロスの
製造ラインを視察。工場内ではAGVによる部材搬送や、社
員による改善活動から生まれた“からくり”が組み込まれた
棚など、現場独自の工夫を数多く見ることができた。また、
見学ルートには「からくり改善マップ」が掲示され、これまで
の改善事例を紹介いただくとともに宮城大衡工場以外の工
場で取り組まれ
た改善活動につ
いても拝見する
ことができた。
　その後の技
能別交流会で
は、講師である
トヨタ自動車東日本㈱の管理監督者と、各社の参加者が人
材育成や現場課題を共有し、翌日の研修に向けたアイスブ
レイクも兼ねた活発な意見交換がされていた。
【2日目】仕事の教え方・からくり制作
　2日目は技能別に「仕事の教え方」を学ぶ研修となった。
まず、講師が指示書を読み上げ、参加者がその内容だけ
を頼りに作業を行う形式を体験し、「言って聞かせるだけ」
「やって見せるだけ」では正確に伝わらない難しさを学ん
だ後、続いて講師の実演付きで作業を進めることで、伝え

■中小会員ネットワーク強化WG「2025年度第1
回訪問ヒアリング」を実施

　中小会員ネットワーク強化WG（リーダー・矢野彰一・㈱矢
野特殊自動車社長）では、9月25日・26日に10社10名が参
加し、オールセーフ㈱東
北工場（宮城県大崎市）及
び山田車体工業㈱仙台
工場（宮城県富谷市）の
訪問ヒアリング（工場見
学）を行った。
　オールセーフ㈱は、固
定技術を通じて安全と安
心を社会に提供すること
に取り組んでおり、陸・海・
空での物流にかかせない
荷物固定用ラッシングベルトや各種固定器具・金具などを
製造・販売している。会社概要プレゼンの後、主要製品の製
造及び検査工程、資材倉庫等を見学したが、敷地中央には
広くて緑豊かな中庭があり、工場内も非常に明るく綺麗で
５S※が行き届いていた。高い技術力や品質管理力に加え
て、検査工程で1品1品全数の作動を黙々と確認している
姿、ベルト縫製工程で熟練作業者が細いベルトを手動で複
数縫い合わせて、幅30cm×長さ60mもの大きなベルトを
生み出している姿、資材倉庫には類似形状部品一覧表を写
真付で掲げて誤着防止を徹底している等、とても印象的で
あり、このようにして安全で安心な部品が生み出されてい
ることを実感した。
　山田車体工業㈱は、1946年創業から一貫してトラックボ

NEWS FLASH　本部だより

１日目 ： 安全体感研修

オールセーフ㈱
ラッシングベルト製造工程

く生活の中でも活かせると感じた」、「自分の課題が確認で
きた」、「他の管理監督者がどのような意見や考えを持って
いるのか聞けて良かった」、「新たな刺激をもらえた」、「他社
の方も同じような悩みを抱えていることが分かった」、「講師
の話しや進め方が上手く、笑いの絶えない楽しい研修だっ
た」等のポジティブコメントが多く、平均満足度も4.4点(5
点法)で今後の業務に役立つ有意義な研修であった。
　本研修は毎年好評であり、会員間の横のつながり醸成
の場としても有効であるため、次年度以降も継続開催して
いく。

2日目 ： からくり制作研修
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デーの開発と
製造に邁進し、
丁寧な手作業
と高品質の製
品づくりで業界
のパイオニアと
して多種多様
なボデーを製
造している。今
回は、主に平ボデーやフラップ（ウイング）車を架装してい
る仙台工場（1969年竣工）の4つの工場や検査場及び修理
工場を見学した。1台1台オーダーメイドであることや、設計
から完成まで全工程を自社で行っているからこそできるこ
とや美しさへのこだわりなど、担当者からの詳しい説明を
聞きながら、参加者は積極的に質問をしていた。また、一般
的に背の高いトラック架装には高所作業がつきものである
が、特装工場にある昇降式リフターはトラック１台が丸ごと
工場床下まで降下するタイプになっており、作業者は高所
に上らずに無理のない姿勢で安全に作業を行っていた。今
回、高品質なボデー造りの秘訣を垣間見ることができ、非
常に有意義な訪問ヒアリングとなった。
※5S ： 整理・整頓・清潔・清掃・躾（安全な職場環境造りや業務効率

向上を目的とした取組み）

NEWS FLASH　本部だより

山田車体工業㈱　トラック架装工場

■安全衛生活動WG「工場見学」を実施
　安全衛生活動WG（リーダー・立川浩二・日産車体㈱安全
環境部長）では、10月14日に㈱浜名ワークス（静岡県浜松
市）の見学会を実施した。
　社内には1970年～現在までに製作された車両の遍歴
が見られるよう写真が飾られており、来訪者にも気軽に自
社の製作車両実績などを知ってもらう取組みを感じた。工
場内を周ると
隅々まで５Sが
徹底されてお
り、これを維持
する活動の一
端として各部
署の部長職が
グループとなっ
て、担当部署と別の視点で現場を見ることで新たな改善案
を見つけることができる活動(全職場巡回)を定期的に実施
している。
　また、技術系の新入社員向けに各技術部門(溶接・塗装・
鉄板曲げ)にトレーニングセンターを設けており、一定期間

■支部連絡会を開催
　支部連絡会(議長・鈴木勇人・仙台鈴木自動車工業㈱社
長)では10月7日、フェニックス工業㈱（広島県広島市）で支
部連絡会及び工場見学会を実施した。
　フェニックス工業㈱はトラックやバスのボデー製造・修理・
整備等の他、バスのクリーンサービスも提供している。今
回はトラックの製造・修理等を行っている第二工場を見学し
た。労働環境改善のために、第二工場の暑熱対策（今後も
涼しくなることは無いとの判断）でエアコンを導入したもの
の、電気代や他工場との格差など課題は多いと伺った。
　また、採用だけでなく、離職を防ぐためにも福利厚生に力
を入れており、食費補助（非課税要件範囲であれば給料を
上げるよりも会社・従業員ともに嬉しい）、クリスマスケーキ
配布、入学祝い制度など、従業員とその家族を広くサポート
している。
　見学会を通
じて、相互の困
りごとや施策
について意見
交換を行い、参
加者にとって
参考になる有意義な見学会だった。
　見学後は、支部連絡会を開催し、まず初めに連絡会では
2/4期の支部活動報告を行った。
　その後、今回から「良いとこ取り活動」として他支部での
活動の参考になるような取組みや支部共通課題をトピック
スとして発表いただき、全支部参加のもと、活発な議論が
行われた。支部活動の活性化や支部運営の効率化に向け、
今後もこの活動を継続していく。
　最後に、支部の在り方議論では、今後の支部運営の在り
方を検討するうえでベースとなる「地域会員が車体工業会
に入会している理由」等について意見交換を行い、今後の
方向性を確認した。

フェニックス工業㈱

車両運搬車製造工程

の研修後、社内の試験を合格することで架装現場での実務
となる。さらに車両運搬車は１台ごとに仕様が全く異なり、
可動するユニットの調整・確認作業が多いことから車体の
塗装前に架装部品を取り付け、組み付け後にマスキングを
行って塗装をしている。こういったシチュエーションへ対応
できる人材育成を視野に入れた意識の高さが伺えた。
　さらに、全社員が毎年記入をしている安全目標が食堂に
掲示されており、社員一丸となって会社全体で取り組む安
全活動の一端を垣間見ることで、参加委員も安全意識の高
さを感じており、非常に有意義な工場見学となった。
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見学した。ロータリ除雪車には専用の電気配線が使用され
るため、ハーネス製作ラインではロータリ除雪車へ使用す
る配線を一から自社で内製しており、製作後は診断器を使
い、全数配線の間違いが無いか確認をしている。 またキャ
ビン内に取り付けられる内張り(内装)などもすべて内製で、
ハーネス製作ラインで生産されている。
　除雪車組み立てラインではフロント及びリアシャシ組立
→エンジン及び座席シート組立→ボンネット組立、油圧機器
ホース・電気配線及びボンネット取付及びキャビン組立→燃
料・各種オイル充填及びエンジン始動→除雪装置組立及び
装着というプロセスを経て完成検査を行っている。
　製缶部門と呼ばれる行程では車体の、フロントフレーム・
リアフレーム・キャビン・ボンネット・燃料タンク・オイルタン
ク等や、除雪装置の除雪枠・オーガ※1・ブロア・ブロアケース・
シュートなどを内製しており、 さらに燃料タンクとオーガは
溶接ロボットを導入し製作していた。
　年間の生産台数はロータリー除雪車・凍結防止剤散布車
共に約80台程、そのほかにも融雪剤の貯蔵タンク製作など
も行っている。荷台の架装をメインとする架装メーカーとは
違い、船や鉄道車両
に近いイメージの製
造現場であった。
※1： 雪を砕いて飛ば

すための部品

NEWS FLASH　部会だより

■第2回工場見学会を実施
　特種部会（部会長・森孝義・中京車体工業㈱社長）では、
11月27日に15社29名が参加し、㈱加藤製作所茨城工場
（茨城県五霞町）を見学した。
　1895年に個人事業と
して加藤鉄工所を創業し、
内燃機関車および鉄道用
モーターカーの製作を経
て1935年に㈱加藤製作
所を設立。建機メーカー
のパイオニアとして130
年の歴史を持つ。
　はじめに会社概要、製品
紹介等をお聞きし、建設用
クレーンの主力製品であるラフテレーンクレーン、オール
テレーンクレーン、及び高速路面清掃車、万能吸引車の製
造工程を見学。大型車両の迫力に圧倒され、製造はもちろ

特種部会

■技術委員会工場見学会を実施
　技術委員会（委員長・岸本友介・NX商事㈱設計第一課課
長）では、10月9日に9社9名が参加し㈱NICHIJOを見学
した。
　㈱NICHIJOは1962年4月、鉄道除雪に画期的な成功を
収めた留萌鉄道㈱の除雪機関車の技術と長年の経験を活
かして、北海道をはじめとするその他降雪地帯における冬
季陸上交通を確保する目的として設立。その後、逐年除雪
作業の多様化に即応して、除雪機械の研究と開発を進めた
結果、現在は業界の主導的地盤を確保しており、蓄積された
技術に更なる磨きをかけ軌道用保守車両、重量物運搬車、
産業用特殊車両等の開発・製造を行うとともに、時代の要請
に応えるべく新技術の開発により総合特殊車両メーカーと
して、社会貢献を推し進めている。
　工場見学では、凍結防止剤散布車、ロータリ除雪車の製作
（ハーネス内張の製作→除雪車組立ライン→製缶部門）を

トラック部会

■特装車メンテナンスニュース
　サービス委員会（委員長・嶋田弘明・新明和工業㈱サービ
ス本部サービス本部長兼サービス部長）は、2025年9月に
特装車メンテナンスニュースNo.60（ダンプ編）」を発行し
た。
　ダンプは毎日の積載物（土砂等）運搬・荷降ろし作業にて
高い負荷がかかっている。
　駆動装置、可動部、
作動油等は日々ダメー
ジを受けているので、
定期的な装置の状況
の確認が必要なことの
ほか、過積載はダンプ
装置だけではなく、車
両にも無理な荷重が掛
り、重大な故障や事故
の原因となることを紹
介している。

部会だより

特装部会

P.22に掲載
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NEWS FLASH　部会だより

バス部会

■工場見学会を実施
　バン部会（部会長・田中俊和・日本フルハーフ㈱社長）で
は、10月7日に11社21名が参加し、㈱アイバワークスを見
学した。
　㈱アイバワークスは長野県塩尻市で1964年に創業。自
動車鈑金修理業からはじまり、1979年にラリー車両の車
体チューニングショップとして転業、ラリーパーツの製造・
販売を始める。1985年にはラリー車両規定の改定により、
マーケットが衰退したため、大衆化しつつあった四輪駆動
車の部品の製造・販売へシフトし、1989年にはトヨタ・日産
系等、ほとんどの自動車メーカーにライン部品・純正部品と
して納入を開始をするなど、業務拡張に伴い工場を新設し
て現在の架装業に事業転換を行った。
　小・中型トラックの前面へ取り付ける除雪装置の「スノー
プラウ」開発などをはじめ、様々な事業展開を行っており、
主力製品であるスライドデッキとセルフデッキは「軽量化」と
「耐久性」に特に力を入れ、寒冷地の融雪剤による腐食対
策として高強度ステンレス鋼を使用、またシャシとステンレ
ス鋼の電蝕現象による腐食を最小限にするため、高張力
焼入鋼（スウェーデン鋼）を介して組付けをして板厚を薄く
し、なおかつ耐久性を向上したうえで大幅な軽量化と低床
化を実現している。
　工場内には国内でも２台しかない1,000トン13ｍ折り
曲げプレス機が導入されており、これに合わせて新工場を
設立するなど、常に技術力の向上を図っていることが伺え
た。架装に使用される部材にもこだわっており、２～３年分

バン部会
■工場見学会を実施
　バス部会（部会長・藤岡佳一郎・三菱ふそうバス製造㈱社
長）では、10月16日・17日、5社20名が参加して、「人の命
を載せるもの/運ぶもの、異業種見学を通じてその大切さ

をあらためて学び、その重みを感じ取ること」をテーマに、
三菱ふそうトラック・バス㈱本社・川崎製作所（神奈川県川
崎市）、電車とバスの博物館（同）、JALメインテナンスセン
ター（東京都大田区羽田空港）の見学会を実施した。
　三菱ふそうトラック・バス㈱は、５S※が隅々まで行き届い
ており、各種オイルや溶剤等の臭いもせず、綺麗で明るく
てとてもクリーンな工場であった。直線的にレイアウトされ
たメインラインや自動化＆デジタル化(ペーパーレス)の推
進により、大型/中型/小型/小型EVの混流生産を実現され
ており、効率化と高品質への工夫やこだわり、安全への責
任感や意識の高さを感じ取ることができた。また、天地逆に
なったフレームに部品を組付けていくアクスル行程をはじ
め、随所に安全性と作業者の身体負担軽減になる工夫や改
善が見られた。
　電車とバスの博物館では、昭和に活躍した車両や各種展
示物を見ることで、技術の進化や安全性向上、公共交通機
関の使命を改めて実感した。また、電車やバス運行に関わ
る数多くの仕事を知ることで、多くの人の努力に支えられ
ていることやその大切さを再確認すると共に、来場してい
た園児達の笑顔を見て、バス造りの喜びと大切な命を乗せ
る責任を再認識した。
　JALメインテナンスセンターのJAL SKY MUSEUMで
は、創成期から現在にいたるまでの航空サービスや史料の
閲覧やスタッフの仕事、空旅の安心・安全の造り方を学び、
国際線機内食の試食では、食の安全や品質確保について

電車とバスの博物館

1975年日本初デマン
ドバス「東急コーチ」を
確認する参加者

の使用部材をあらかじめ海外から輸入して工場内でストッ
クしている。使用する鋼材の種類は50を超え、架装する車
両、部品によってさまざまなバリエーションの展開を可能と
し、これによってユーザーの要望にも応えることができ、顧
客満足度の高い架装をしていくための企業努力が伺えた。

ん、設計、品質管理の厳しさを学ぶことができた。
　今回、若手社員の自己研鑽を目的に工場見学を行った
が、5Sの行き届いた大変きれいな工場は見習うべき点が
多々あり、質疑において人材育成、安全への取組みなど多
数の質問が寄せられ、参加者にとって大変参考となる見学
会となった。
　なお、特種部会では今年度1月に第３回の工場見学を予
定している。
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NEWS FLASH　部会だより

■異業種視察を実施
　経営企画部門委員会（委員長・林田愼太郎・トヨタ自動車
東日本㈱領域長）と技術委員会（委員長・苅和直人・トヨタ車
体㈱参事）共催で、以下2点を目的に9月17日に４社７名が
参加し、寒天の製造・販売を主力事業とする伊那食品工業㈱
（長野県伊那市）を視察した。（事務局研修として事務局員
4名も同行）
① 部会会員間並びに訪問先(異業種企業)との『相互研鑽』＆
『繋がりの醸成』
② 年輪経営※１で知られる伊那食品工業㈱の企業風土・働き
やすい職場醸成のための施策を学び自社活動へ反映す
る

※１ 急成長を目指すのではなく、地道に成長を続けることを重視
し、成長の数値目標を掲げず、前年を下回らないことを重視。
その結果、創業以来48年間増収増益を達成し、その経営手
法に関心を持つ多くの企業が見学に訪れている。

小型部会
■塗装技術者向け勉強会を開催
　 塗装デザイン研究会（委員長・手塚学・ジェイ・バス㈱製
造部管理課課長）は、11月27日に関西ペイント㈱ARC西
日本（兵庫県尼崎市）において、自動車の補修塗装をテーマ
にした「2025年度 塗装技術者向け勉強会」を開催した。
　本勉強会は少量多品種の塗装をしている会員に役立つ
知識やテクニック・ノウハウを提供する場として、資材部会
の塗料メーカー協力の下で2009年から実施しており、バ
ス部会以外にも広く募集し13社13名が参加した。一昨年
までの勉強会は座学と講師実演の見学のみであったのに

説明を受けた。徹底した温度管理やパイロット別にメニュー
を変えるリスク管理等、参加者は一同に感心していた。実際
に整備を行う格納庫では、航空機が10機も入る大きさに驚
愕しつつ、整備メニューや設備・ツールの５S徹底や高い安
全意識を実感し、元整備士によるエンジン解説では、安全
性や整備性を考慮した設計やミリ単位の精度が必要なこと
などを学んだ。また、大勢のスタッフによる出迎えから見送
りまで、終始我々へのおもてなしや配慮に感動した。
　参加者からは、自業務においても安全意識を高め、お客
様視点を忘れないようにし、お客様に感動していただける
仕事を目指したい、社内の中堅・若手のレベルアップに繋げ
ていきたい、との声が聞かれ、人の命や安全の大切さを感
じると共に、参加者自身の仕事の責任感や意味、誇りを改
めて考える貴重な体験となった。
※5S ： 整理・整頓・清潔・清掃・躾（安全な職場環境造りや業務効率

向上を目的とした取組み）

JALメンテナンスセンター格納庫
元整備士によるエンジン解説を聞く参加者

参加者によるVR塗装体験

参加者による塗装実習

対し、昨年初めて選抜者による実習を取り入れて非常に好
評だったことから、今回は参加者全員が実習を行う形式に
変更した。関西ペイント㈱の塗装エキスパート4名が講師に
なり、「塗装実習」と「VR塗装体験」を2班に分かれて実施し
た。実習では、２人1組でドアパネルへのソリッド塗装を講師
の説明を聞きながら真剣に行っていた。VR塗装では、ガン
の軌跡や角度、パネルとの距離や、膜厚、塗りムラの有無な
どが可視化できるため、自分の癖を知る絶好の機会となっ
た。またメタリック塗装の注意点説明や水性塗料の紹介な
ど、参加者は学びながら適宜講師に質問しており、この勉強
会を有効に活用していた。
　参加者からは、「実際に塗りながらいろいろ質問できたの
で良かった」、「長く塗装をやっているが、あらためて基本の
振り返りができた」、「適切なアドバイスをもらうことができ
た」、「ムラになる原因が理解できた」、「社内教育に活かせる
指導内容を学べた」、「VRで自分の塗装癖や改善点を数値
的に見て分析ができた」等の声が聞かれ、今後の自職場で
活かせる大変有意義な勉強会であった。
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NEWS FLASH　部会だより

■第一分科会見学会を実施
　第一分科会（部会長・市橋康男・市岡㈱社長）では、９月26
日に13社16名が参加し、日本科学未来館(東京都江東区）
を見学した。
　日本科学未来館は、発展著しい江東区青海にある大人も
子どもも楽しめる施設である。「科学技術を文化として捉え、
社会に対する役割と未来の可能性について考え、語り合う
ための、すべての人々にひらかれた場」を設立の理念とし、
2001年7月に開館した。人種も国籍も関係なく、最先端の
科学技術でそれぞれが思い描く未来を叶えるために、「人の
未来」を考えること、「未来」をつくること、「みんなでつくる」
こと、「未来をつくる人」をつくること、そして「サステナビリ
ティ」と「アクセシビリティ」を「Miraikanビジョン2030」とし
て掲げている。
　常設展では、1～5
階に展示されている
「Geo-Cosmos ジ
オ・コスモス」で地球
のありのままの姿を
見学。３階では「計算
機と自然、計算機の
自然」「未来逆算思考」「アンドロイド」などが展示されてい
た。6階ドームシアターでは宇宙や科学を体験でき、5階常
設展「世界をさぐる」では、「ニュートリノから探る宇宙」「こ
ちら、国際宇宙ステーション」「ともに進める医療」「細胞た
ち研究開発中」などから普段見えない世界を学ぶことがで
きた。
　今回の目玉である特別展では、「アルテミス計画」のため
に日本が開発している有人月面探査車の実物大模型が世
界初公開されていた。大画面で体感する火星ツアーなど、
最新宇宙探査技術とその成果を知ることができた。月を超
えて、火星、更なる深宇宙へと人類の新たな挑戦を体感で
きた。今回の特別展は、
JAXA、国立天文台、東
京大学をはじめとする日
本の主要な宇宙研究開
発機関に加え、宇宙開発
に携わる多くの企業・団
体の協力により実現し
た。
　今回の見学を通して、
普段あまり「宇宙」を意

資材部会　到着後、初めにレストランで昼食を取り、ガーデンの視察
を行った。
　伊那食品工業㈱では、地域貢献（活性化）を目的に広大な
敷地に自然豊かなガーデン、レストラン、ショップを整備し、
誰でも入れるように守衛を置かず運営。視察した日も多くの
地域住民や観光客が訪れており、活性化に大きく貢献され
ていることが実感できた。
　また、その運営は外部に委託するのではなく、従業員がし
ているとのことだが、設備はとてもきれいで、接客も丁寧で、
しっかりと企業理念が浸透していることを実感した。
　その後、場所を講堂に移し、塚越社長より講話をいただ
いた。
　講話の冒頭では、社是である「いい会社をつくりましょう
　～たくましく そして やさしく～」それぞれの言葉に込め
た想いを以下の通り説明いただいた。
いい会社 ： 自分たち（従業員）を含めすべての人々をハッ
ピーにできる会社（ハピネスこそ人間社会すべての究極の
目的）
たくましく ： 手を抜かず、仕事に一生懸命取り組むこと　自
分を律し、その厳しさに耐えること　永続していく強い会社
やさしく ： 他人を思いやること
　そして、この社是をもとに実践されている様々な取組み
の一例として以下の活動を紹介いただいた。
１） 従業員はファミリーであるとの考えから、給与は年功序
列とし、業績に関わらず毎年少しずつで良いから上げる

　※ 毎年少しずつでも確実に上がると、従業員は安心し、結果、
夢・希望・やりがいをもって仕事ができ、幸せに働ける

２） 外的要因が入る数値目標・計画は設けていない（例 ： 売
り上げ目標、中期経営計画）

　※ 外的要因で数字が変わるたびに、労力をかけて見直すより
も、目の前にある今よりも良くなるためにやるべきことに注
力する

　※ 現場では自分達で目標を決めているが、経営側からそれを訊
くことは無い（経営が数字を示すと自分事としにくい）

３） 企業風土を浸透させていくための取組み
　※ 上下の信頼関係の構築（＝マネージャーは嘘をつかないこと）
　 嘘をつくとは、社員の幸せが大切と言いながら、業績で給与

を決める等、言っていることと行動が伴わないこと
　※ 全員で共通の価値観を持つ

　その後、参加した各委員の質問に対して、「年輪経営」の考
え方をベースとしたアドバイスをいただいた。
　参加した小型部会会員・事務局員にとっては従来の考え
方とは全く異なる視点・考え方に触れることができ、多くの
気づきがある非常に有意義な視察となった。
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識することなく
生活している
が、現在の進め
られている取組
みが分かり易く
説明されてい
て、とても貴重
な研修となった。

■第二分科会見学会を実施
　第二分科会（部会長・市橋康男・市岡㈱社長）では、10月
17日に17社17名が参加し、トラスコ中山㈱プラネット埼玉
(埼玉県幸手市）を見学した。
　トラスコ中山㈱は、1959年創業された生産現場が必要
とする工場用副資材（プロツール）の卸売業で　「プライ
べートブランド」の企画・開発・販売も行っており、仕入先
は3,637社、得意先を5,652社かかえている。企業の志は、
「人や社会のお役にたててこそ事業であり、企業である」
「問屋を極める、究める」。事業戦略は「在庫力×物流力」、
在庫アイテムは61万アイテム。
　プラネット埼玉は、映画の撮影が行われたり、テレビでも
紹介されたりと、知名度もあり、トラスコ中山㈱で一番大き
い物流センターである。開設は2018年10月1日。敷地面
積は47,261.43㎡、免震構造を備えた地上4階建で、239名
（社員73名・パート社員166名）が働いている。
　最大の特徴は、在庫力を支える「自動機械」の導入。収納は
「オートストア」、搬送は「AMR（自動搬送ロボット）」、梱包は
「I-PACK（包装システム）」、出荷は「SAS（システマストー
リー）」と自動化をフル活用することにより、仕分け、搬送等
の手間を大幅に削減している。
　同センターでは免震化にも力を入れている。東日本大震
災の時に、東北の物流倉庫が必要なときに出荷することが
できなかった悔しい思いがあり、社長の「いざというときに
こそ、物を届けるのが『物流』であるとの強い信念からきて
いる。
　研修会当日は、若い1年生社員が勉強も兼ねて説明等し
てくれたが、と
ても分かり易
く、新しい人を、
どんどん鍛え
ていく社風が
感じられた。食
堂や託児所も
見学することが

NEWS FLASH　支部だより

支部だより

■第１４回製造部会を実施
　近畿支部（支部長・須河車体㈱須河進一社長）は７月１８
日、１８社３７名が参加し、㈱アルナ矢野特車（滋賀県米原市）
で製造部会を実施した。
　今回の製造部会では、環境活動に熱心な企業としてCN
と結び付けての見学会とした。同会社は環境経営レポート
として毎年自社のHPにて社員全員が一体となり各科目に

■支部役員会・合同部会開催
　北海道支部（支部長・村松寛明・北海道車体㈱社長）では、
9月10日に10社11名が参加し役員会を開催した。その後、
14社16名で合同部会も実施した。
　開催に先立ち事務局から「事業者団体の活動に関する独
占禁止法の指針」について内容説明を行った。
　役員会は、村松支部長の開催の挨拶から始まり、これか
らの支部活動・部会の在り方などが討議され、現在の状況
では活動内容の修正が必要であることを確認した。
　合同部会では、各部会長よりそれぞれの近況・活動報告
があり、最後に7月に新規加入したトプレック㈱北海道営業
部今井管理本部長からご挨拶をいただいて閉会した。

近畿支部

北海道支部

でき、同社の働き方
への前向きな姿勢も
感じられた。プラネッ
ト埼玉はテレビ等で
何度も紹介されてい
るが、実際の見学は
迫力が違う。現在、
新潟や愛知で、物流
センターを建設中で
2026年には完成予
定とのこと。質疑応
答も活発に行われ、
とても充実した研修
会となった。
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対し取り組んでお
られる状況が垣間
見られた。環境負荷
の実績、経営科目
等も常に目標を立
て日々お仕事をさ
れていた。
　工場内も、整理
整頓が行き届いて
おり、工場内空調に
おいても計画的に
段階的に進めてお
られ、従業員にも優
しく仕事しやすい現場環境に努めておられ、相対した従業
員の方も見学者に対ししっかりと挨拶等の対応をしていた
だき外面内面共に素晴らしい会社であることを認識した。
また学んだ内容を自社に持ち帰り展開する良いきっかけと
なり、大変有意義な見学会となった。

NEWS FLASH　支部より

■研修会を実施
　四国支部（支部
長・北村和則・兼松エ
ンジニアリング㈱代
表取締役専務）では、
１１月２１日、９社１６
名が参加し、兼松エ
ンジニアリング㈱（高知県高知市）で研修会を実施し、強力
吸引作業車や高圧洗浄車の生産工程を見学した。
　この工場では１台づつオーダーメイドによるものづくり
で、材質・取付寸法に至るまで都度、設計・製造を行ってい
る。工場は、海抜６０ｍに位置し南海トラフ地震への対策も
兼ねており、インフラ整備や災害復旧にも使用される製品
の供給責任を果た
すべく高知から提供
している。
　研修会ではCNに
関する勉強会も合わ
せて実施した。

四国支部
■研修会を実施
　近畿支部（支部長・須河進一・須河車体㈱社長）は、１０月１７
日１５社２２名が参加しジェイ・バス㈱小松工場で研修会を実
施した。
　ジェイ・バス㈱はいすゞ 自動車㈱と日野自動車㈱の共同出
資によりできた会社で、各親会社の良いとこどりが垣間見ら
れた。工場のレイアウト、生産性、また万一の場合、すぐに工
程見直しができる工夫が見受けられた。各作業の生産性の改
善を踏まえた取組み体制も行き届いており、日々の改善に対
する意識改革は
かなり勉強となっ
た。モデル用バス
も準備されてお
り、図面等の2次
元だけではなく
現物でユーザー
にアピールできることは大きな資産ではないかと感じた。転
角測定も実際見せていただき、かなり迫力のある見学となっ
た。素晴らしい管理さ
れた現場を見せてい
ただき参加した会員
たちも自社の生産に
対し参考となった一日
となった。

■秋季研修会を実施
　中国支部（支部長・上野孝弘・フェニックス工業㈱社長）で
は、９月２５日、９社１５名が参加し、㈱モリタ三田工場（兵庫県
三田市）で工場見学を実施した。
　工場見学では、消防車製造ラインの見学と設備について
の説明を聞き、一つひとつオーダーメイドで仕様が違うも
のを製造されていることに参加者は大変強い関心を寄せ
ていた。
　また、高い品
質管理や検査
を実施されてお
り、それらの取
組みは会員企
業様にも今後
品質向上に向けて取り組むための勉強になった。
　今後も中国支部として工場見学を通して会員様の有益
な情報交換の場として取り組んでいきたいと考える。

中国支部

兼松エンジニアリング㈱工場

ボールの吸引デモ見学
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NEWS FLASH　官公庁だより

軽自動車検査協会検査事務規程の
一部改正について
軽自動車検査協会

 ・ 自動車型式認証実施要領別添１第18及び共通構造部
（多仕様自動車）型式指定実施要領第17に基づき、「自
動車の検査時に必要な情報」の内容及び受領方法等所
要の改正。

 ・ 審査事務規程第64次改正に伴い規定等所要の改正。
 ・ その他所要の改正。

審査事務規程の一部改正について（第65次改正）
自動車技術総合機構

審査事務規程の一部改正について（第6６次改正）
自動車技術総合機構

 ・ 道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部
改正に伴う「審査事務規程」等の一部改正。

 ・ 試験規程（TRIAS）の新規追加5項目、細目告示に既に
採用されている協定規則の改訂に伴う一部改正13項
目。

 ・ 中国の試験機関（CATARC）の追加。

 ・ 道路運送車両の保安基準及び道路運送車両の保安基準
の細目を定める告示等の一部改正に伴う改正。

 ・ 走行距離計の精度要件が規定されたことに伴い、走行
距離計の精度に関する審査方法等を規定。

 ・ 国土交通省において、保安基準の適用時期の見直し（適
用時期の統合）が行われたことに伴う、適用関係の整理
に係る規定の改正。

 ・ その他所要の改正。

「審査事務規程2-7(2)に規定する
「別途定める方法」について」について

自動車技術総合機構
 ・ 電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認
識することができない方式で作られる記録であって、電
子計算機による情報処理の用に供されるもの（以下、「電
磁的記録」という。）により作成されたファイルとし、「独立
行政法人自動車技術総合機構交通安全環境研究所自動
車認証審査部ネット」（以下「審査部ネット」という。）より、
審査部ネットの申請アプリケーションを使用した方法、郵
送、持参又はE-mailのいずれかの方法により、自動車機
構本部検査部検査課へ提出。

「装置型式指定実施要領について（依命通達）」
等の一部改正について

国土交通省

審査事務規程の一部改正について（第6４次改正）
自動車技術総合機構

 ・ 道路運送車両の保安基準等の一部改正（第195回
WP.29関係）に伴う装置型式指定規則等の改正。

 ・ 令和8年1月1日をもって「完成検査終了証の取扱いにつ
いて」（昭和47年10月16日付自車第770号）の廃止。 

 ・ 道路運送車両の保安基準及び道路運送車両の保安基準
の細目を定める告示等の一部改正に伴う改正。

 ・ UN R175に規定された要件に適合するペダル踏み間
違い時加速抑制装置を備えなければならないことを規
定。

 ・ 自動車の運転者席に視界内表示投影装置を備える場合
には、運転に必要な視野を確保し、かつ、運転操作を妨げ
ないものとして、UN R176に規定された要件に適合し
なければならないことを規定。

 ・ その他所要の改正。

道路運送車両の保安基準等の一部改正
（第195回WP.29関係）

国土交通省

官公庁だより

 ・ 電気式ハイブリッド自動車及び複数の駆動用電動機を
備えた電気自動車のシステム出力の決定に係る協定規則
（第177号）の採択、制動に関するカテゴリーM、N、Oの
車両の認可に関する統一規定（第13号）等の改訂の採択
に伴う改正。

 ・ 自動車の型式指定に係る不正行為の防止に向けた検討
会の取りまとめを踏まえ、基準の適用時期を統合する見
直しに伴う道路運送車両の保安基準等所要の改正。

 ・ その他所要の改正。
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　物価高が継続する中、物価上昇に負けない大幅な賃上
げを成し遂げていくため、原資の確保が不可欠であり、より
一層の価格転嫁、取引適正化が重要。米国の関税措置によ
る影響等が不透明な中にあっても、30年間続いた停滞か
ら脱却し、継続的な賃上げが実現する成長型の経済に転換
するためには、価格転嫁、取引適正化の取組みを継続して
いく必要がある。
　これまで、官民を挙げて推進してきたサプライチェーン
全体での取引適正化の取組を継続していけるよう、引き続
き十分な配慮をお願いする。
　９月は、２０２５年度下期の価格改定時期を迎える企業も
多く、価格交渉・価格転嫁にとって大事な時期となるので御
協力をお願いする。
詳しくは、以下URL参照
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/
follow-up/

NEWS FLASH　官公庁だより

変革の時代における競争政策セミナー（第３回）
経済産業省

　DX（デジタルトランスフォーメーション)やGX（グリーント
ランスフォーメーション)、労働市場改革など、さまざまな変
革の時代を迎え、企業行動、また、それを取り巻く競争環境
も大きく変化している。行政においては、こうした変化を踏
まえた政策の企画立案や、厳正な法執行が一層重要となっ
ている。他方で、企業の経営層や経営企画部はもちろん、法
務部であっても、法令遵守のみならず、新しい事業・価値の
創造を支援する役割を期待されるようになっている。
　こうした中で、経済産業省は、公正取引委員会と共同で、
第３回「変革の時代における競争政策セミナー」を開催す
る。競争政策の最新動向として、①企業結合審査の概要及
び事例（令和６年度）について、②公正取引委員会の事前相
談業務の概要及び独占禁止法に関する相談事例集（令和６
年度）について、③フリーランス・事業者間取引適正化等法
の概要及び勧告事例について、④中小受託取引適正化法
と運用基準等の整備を含めた今後の動きについて、公正取
引委員会の担当行政官が解説する
当日の資料を含め詳しくは以下URL参照
https://www.meti.go.jp/policy/kyoso_seisaku/
kyoso_seminar03.html

最近の法規関係情報の詳細については
JABIAホームページ新着情報の法規情報
をご覧ください。
https://www.jabia.or.jp/news/regulations/

２０２５年９月「価格交渉促進月間」の実施について
経済産業省・中小企業庁

軽自動車検査協会検査事務規程2-28
「自動車の検査時に必要な情報及び 

受領方法」(2)に規定する「軽自動車検査協会
が別途定める方法」について

軽自動車検査協会
 ・ 「独立行政法人自動車技術総合機構交通安全環境研究
所自動車認証審査部ネット」の申請アプリケーションを
使用した方法、または、郵送、持参、若しくは、E-mailのい
ずれかの方法。

 （E-mail を利用する場合は、事前に検査部検査企画課
に連絡が必要。）

髙橋幸也氏、黄綬褒章受章
　髙橋幸也氏（トヨタ車体㈱）は自動車ボデー職種におけ
る復元技能に優れ、不具合の検出力と修正技能に卓越して
いる。鉄板の亀裂、皺、割れ、歪等の高度な修正ができる技
能を有し、それらの技能を使いこなし、多くの工程・設備改
善をあげた。近年は、より幅広い視野に立った工程/設備改
善・デジタル化にも着手している。
　伝承の面でも活躍していることが評価され黄綬褒章を
受章された。心よりお慶び申し上げます。
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会員情報
■入　　会 正会員 マルマテクニカ㈱
  代表取締役　森木　英光
  〒252-0331　神奈川県相模原市南区大野台6-2-1　TEL. 042-751-3806
　　　　　  【主要製品】　工作車 【所属部会】　特装部会
  協和自工㈱
  代表取締役　熊谷　建之
  〒919－0302　福井県福井市上細江町24-2-1　TEL. 0776-41-3883
　　　　　  【主要製品】　カーゴ製作、二次架装 【所属部会】　トラック部会
  房総車体㈲
  代表取締役　佐藤　亮
  〒261－0002　千葉県千葉市美浜区新港119-2　TEL. 043-241-1856
　　　　　  【主要製品】　キャブ架装 【所属部会】　トラック部会
 準会員 安全自動車㈱
  代表取締役社長　中谷　宗平
  〒108-0023　東京都港区芝浦4-16-25　TEL. 03-5441-3411
　　　　　  【主要製品】　車体整備関連工具他 【所属部会】　資材部会
  ㈱ノルメカエイシア
  代表取締役社長　岸谷　隆雄
  〒343-0824　埼玉県越谷市流通団地3-1-13　TEL. 048-967-5372
　　　　　  【主要製品】　RV用品 【所属部会】　資材部会
■代表者変更 正会員 西南自動車工業㈱ 代表取締役 大砂　弘樹
  園井ボデー工業㈱ 代表取締役社長 本國　俊明
 準会員 ㈱小田原機器　　 代表取締役社長 津川　直樹
■退　　会 準会員 日本ピストンリング㈱
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NET WORK　会員会社紹介

● 特 徴・沿 革

会員会社紹介
Vol.12１

㈱トーワ・自工
創意工夫を重ねて、挑み続ける。
荷台製作のスペシャリスト。

DATA
■本社　〒７０２-8002
　岡山県岡山市中区桑野７１５−１６
　TEL	 086-277-5528
　FAX	 086-237-7172
　URL	 https://towa-jiko.jp/
■資本金　700万円
■従業員　１5名
■事業所規模
　敷地 ： 2,49０㎡　事務所・工場 ： 900㎡
■車体工業会加入
　2022年7月（トラック部会）

㈱トーワ・自工

小豆島小豆島

高松市高松市

岡山市岡山市

倉敷市倉敷市

瀬戸内市瀬戸内市

瀬
戸
大
橋

瀬
戸
大
橋

２２

430430

岡山駅岡山駅
山陽新幹線山陽新幹線山陽自動車道山陽自動車道180180

才谷　和彦　代表取締役

　㈱トーワ・自工の始まりは、1967
年に創業者・森勝行氏が勤めていた
架装メーカーから独立し、トラックや
トレーラの荷台設計・製作を主な事
業とする「十和特殊車両」を設立した
ことにある。
　1974年に法人化。ポールトレーラ
の設計・製作を得意とし、中国・四国
地方の高速道路建設に重宝された。
　スクラップ運搬車の製作も行い、
ハイテン鋼やスウェーデン鋼等の特
殊鋼板を使用した軽量かつ頑丈なボ
デー作りに、早くから取り組んでい
る。1983年に現在の「トーワ・自工」
に社名を変更した。
　1991年に、脱着式コンテナの設
計・製作を開始。様々な鋼材やハイテ
ン鋼を用いた脱着式コンテナは好評
を得て、ヒット商品となっている。
　HARDOXⓇやABREXⓇ等の特殊
鋼板の溶接・加工で積み重ねてきた
溶接技術には卓越したものがあり、
同社の製品は基本的にフル溶接（全
周溶接）されている。

　フル溶接されたボデーやコンテナ
はとても頑丈で、18年前に製作した
スウェーデン鋼のコンテナが現在も
現役で活躍している。
　ハードな環境で使用されたボデー
の修理にも精通し、法規的に新車製
作が困難なポールトレーラのフル
オーバーホールにも対応する等、タ
フな車体を必要とするユーザーから
絶大な信頼を得ている。
　鋼材についての知見も深く、ユー
ザーの要望設計・製作だけでなく、使
用環境に適した部材について提案で
きることも強味となっている。
　2023年9月に光洋グループ傘下
となり、ファイバーレーザー溶接機や
3Dスキャナー等の最新設備を導入。
作業効率を高める投資を行い、職人
の技術力に加えて、提案力を備えた
企業へと進化を続けている。
　2025年には、「HARDOXⓇ in 
my body」の認証を受けた規格品
「HIMBシリーズ」で脱着式コンテナ
の拡販を目指している。

　「使いやすく、壊れにくい」 運搬現場の課題に応えるボデーづくりを通
じて、様々な産業を支えてきた㈱トーワ・自工。2025年には「HARDOXⓇ 
in my body」の認証を取得した軽量脱着コンテナ「HIMBシリーズ」をリ
リース。ものづくりへのこだわりを貫き、挑戦を続けていく。

車体工業会　森田　敦次
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NET WORK　会員会社紹介

● 製品

● 人

第7回 国際 建設・測量展に出展

木材の他、重機の積載も考えて
作られたフラットデッキコンテナ

スッキリしたデザインの長尺トレーラ

要望に応じてカスタマイズも可能

― どのような製品を手掛けているのでしょうか？
　長年の実績により蓄積さ
れた技術力で、特に耐摩耗
鋼の加工を強みとし、溶接
の精度においては高い品質
と信頼を誇っています。
　耐摩耗鋼の溶接に使用す
るファイバーレーザー溶接
機は、焦点を絞ることで熱
の広がりを抑え、歪みが発
生しづらく、溶接時間も短い
のが特長です。弊社では部分溶接ではな
く、より頑丈な全周溶接での加工を基本と
しています。
　これらの技術を活かした脱着式コンテ
ナは「HARDOXⓇ in my body」の認証
を受けた規格品「HIMBシリーズ」として、
展示会に出展したところ、様々なユーザー
から好評を得ることができました。

― 次世代の教育について
　創意工夫を心がけ、ちょっとしたア
イデアや気づきを大事にするように
指導しています。教育の基本はOJT
ですが、月に2回の現場会議で改善点
を共有するようにしています。

― 御社の業務の特徴について
お聞かせください。

　産業廃棄物処理や林業等の現場で
求められるタフな架装に応えるため、
軽量かつ頑丈な耐摩耗鋼板を用いた
トラックボデー及び脱着式コンテナ
の製作・修理を手がけています。
　既存車両の修理では、最新の3Dス
キャナーを使った精緻な計測で、車体
の曲がりや歪みを測定しています。
　材料提案から設計・製作までを一貫
して行い、オーダーメイドのトラック
やトレーラ、ダンプの製作にも対応可
能です。

― 御社の経営方針は？
　頑丈なものづくりに特化してきた会社で
すが、今後は同業他社との交流を深め、業界
全体の活性化を図りたいと思っています。鋼
材の豊富な知識を持っているので、同じ材
料を使う傾向がある業界に、様々な新しい
鋼材を紹介することもできます。
　業界を活性化し、強い日本を取り戻せる
一助になりたいと思います。

― 御社の特徴は?
　20代の外国人実習生を含め、熟練
の70代まで幅広い年齢層が活躍して
います。若い外国人実習生には専門
用語や方言が伝わらないこともある
ので、安全を最優先に作業をしてもら
う環境作りを行っています。
　また、5S活動を徹底して、現場のモ
ノや情報を最適な状態に保つことを

常に心がけ、問題点を素早く見つけ出
して解決するようにしています。
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資材部会ビジネスネットワーク
STAGE 109

シンコールマテリアル㈱

　シンコーグループは、カーテン・カーペット・クロス・床材・レ
ザー・テキスタイルの6つの分野で、シンコール本部㈱を中
心に全16社のグループ会社で国内外約100拠点のネット
ワークを構成している。
　始まりは1930年創業の個人商店だが、1943年に法人
化、1953年に当時の社長の池田助二氏が“お客様の心を
掴みたい”という意味で「信仰」の文字を使用した信仰レ
ザー㈱へ改称した。ビニールレザーの販売で事業を急速に
拡大し、独自のグループ経営体制を構築していく。1975年
に「SINCOL®」ブランドを立ち上げ、同時に社名もカタカナ
へと変更した。
 シンコーグループはネットワークを活かし、北海道から沖縄
までをカバーしている。グループ各社が独立採算制を取る
ことで、地域に密着した迅速できめ細かいサービスを提供
できることが強みとなっている。その中で、シンコールマテ
リアル㈱は、グループの基幹会社の一つとして、全国の販
社に商品を滞りなく供給する重要な役割を担っている。
　同社は、主に椅子、シート、ソファー等の生地を国内外の
協力工場とともに企画開発し、高級家具用のジャガード生
地や抗ウイルス性能を持たせた生地、大手外食チェーン店
用の油分に強い生地等、様々な商品を販売している。自動
車用途ではシートや内装の張替用として「JABIA難燃素材
登録」も取得している。
　近年、廃業等が行われている国内繊維産業ではあるが、
地元の尾州糸を使った製品や、イタリアやスペインの柄織
物等、国内外で30社以上の協力工場と連携し、活性化の
道を常に模索している。日本国内では均質で変化しない生
地が求められるため、自然素材よりも化学繊維の商品が増
えている傾向にあるという。

総合カタログ
　シンコールマテリア
ル㈱の生地販売に欠か
すことができない総合
カタログは2種類有り、新製
品・新色の追加や旧製品の廃
番を行うため、3年毎にそれぞれ
更新され、10～15種が入れ替えられている。ページを交換
できるバインダー式では廃番商品の管理ができないため、
全ページを刷新している。準備からカタログの完成までに1
年半～2年が費やされ、新製品の開発には特に時間がかけ
られている。生地の風合いはパソコンの画面上で再現が難
しく、織機から出てきた試作品がイメージとズレてしまうこ
とも多い。また、椅子用の生地には十分な耐久性が必要な
ので、糸を高密度で織る必要があり、柄やデザインを表現す
るには工夫と高度な織機技術も欠かせない。
　実際の椅子に張られた写真の掲載も重要で、選び抜かれ
たロケーションで洗練された撮影が行われている。
きめ細かなサービス
　総合カタログの掲載商品数は2
冊で16,000を超える。カタログ掲
載商品については「常時全品在庫
を確保する」ことを原則とし、タイ
ムリーなニーズに応える体制で、
迅速な受注対応を実現している。
　全ての生地は各センターに常
備されており、カタログに貼付さ
れた小さな生地サンプルだけで
なく、正式発注前にはB5サイズ
のサンプルを発送するなど、他社
には追随できない、きめ細やかな
サービスを提供し、顧客から高い信頼を得ている。

シンコールマテリアル㈱　代表取締役社長　矢追 和彦
創業以来、変わらない商いの精神で、時代が求める商品を。
【千音寺センター】
〒454‐0977 名古屋市中川区千音寺4丁目2604番地
 Tel: 052‐431‐1161　https://sincol-group.jp/

常務執行役員
瀬戸 健弘

企画開発部 課長 デザイナー
吉田 晴雄

カタログ商品は常時在庫が原則

時間と手間と費用が
かけられた総合カタログ

膨大な種類の生地の在庫が
各センターに常備されている
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　1941年に創業し、アルミニウムの圧延・加工で、主に飯盒
や水筒等の器物を製造していた㈱五十鈴アルミニウム製
作所から、1952年にアルミ材料及び加工品の専門商社と
して分離・独立した鈴鹿金属㈱は、東京都台東区浅草橋で、
多くの工場と協力しながら、様々なアルミ成型部品の製造・
販売を行っている。
　1988年には、静岡に初めての自社工場を開設、専用設計
のプレス機を導入し、高い需要が見込まれるトラック用波板
パネル（アルミコルゲートパネル）の製造を開始。架装メー
カーやユーザーの意見を取り入れながら品質を向上させ、
1992年には東北地域での架装メーカーへの拡販を目的
に、岩手県奥州市に東北工場を開設した。
アルミコルゲートパネル
　鈴鹿金属㈱が製造・販売するアルミコルゲートパネルは、
アルミの薄板を波板プレス加工することで、軽量かつ耐荷
重、耐食、意匠性に優れた製
品である。自社工場で顧客
のニーズに合わせた長さ
にカットすることができ、
曲面加工も容易で、一品
一様の設計に柔軟に対応す
ることができる。
　標準規格品は、常時在庫して顧客の注文に迅速に対応
できる体制を整えている。
　2008年のリーマンショックで、小規模架装メーカーの倒
産や廃業が相次いだ影響を受け、2017年には静岡営業所
及び工場を閉鎖し、製造拠点を東北工場に集約した。
　その後も、トラック生産台数は減少傾向が続き、得意とす
るアルミコルゲートパネルの需要は厳しい状況にあるが、

建物の外壁の意匠デザインに採用されたり、防災倉庫の外
板材に採用された実績もあり、アルミニウムの軽さと強さ
を活かした新たな潜在ニーズの発掘が進められている。
多様なアルミニウム製品
　鈴鹿金属㈱では、アルミパネルの他にもアルミ押出材、
ダイキャスト、冷間・熱間鍛造品等、多くのアルミ製品を取り
扱っており、自動車・オート
バイの部品を中心に、日本
全国の産業に幅広く採用さ
れている。
　東北工場では1994年か
ら、アルミ丸棒切断機やア
ルミ加工箔断裁機を導入
し、自動車部品メーカーだ
けでなく、国内にある様々な
メーカーの工場にアルミニ
ウム製品を供給している。
　軽く頑丈で、加工性が良
く、リサイクル性も高い材
料として、アルミニウムは日
用品から自動車、鉄道、医
療、航空機分野まで使用さ
れ、基礎研究や製品開発に
おいて、もはや欠かせない
素材である。
　250社の販売先と１３０社
の仕入先のネットワークを
持つ鈴鹿金属㈱は、多方面
にわたる業界のニーズをい
ち早くキャッチして、素材メーカーと協力工場とともに、多
様なアルミニウム製品とサービスで社会へ貢献していく。

VOICE　資材部会ビジネスネットワーク VOICE　資材部会ビジネスネットワーク

　私たちは資材部会を専門分野ごとにグループ分けを行い、３分科会１３グループからなる「ビジネスネット
ワーク」を設置しております。この「ビジネスネットワーク」は会員の強い連携と結束を実現し、架装メーカーに
対して、積極的な協力体制を目指しています。
　「ＶＯＩＣＥ」では、部会会員会社の紹介や製品が開発されるまでのエピソード等を紹介していきます。

鈴鹿金属㈱　代表取締役社長　川合 弘一
環境性に優れたアルミニウムの軽量・省力・リサイクル性を
強みに社会に貢献できる企業を目指してまいります。
【本社】	〒111-0053　東京都台東区浅草橋2-3-9
	 Tel : 03-3851-3303
	 https://suzuka-metal.jp

鈴鹿金属㈱アルミニウムで社会に貢献

営業本部長
吉永 真樹

代表取締役社長
川合 弘一

様々な装置に組み込まれる
精工なアルミ押出品

鍛造、ダイカスト、切削の
複雑かつ高度な成形加工製品

連続プレス成型法を利用した
波形アルミパネル

電子機器のプリント基盤の加工に
欠かせないエントリーシート
【 昭北ラミネート工業㈱製 】
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そこが知りたい

Q1 生成AIとは？

第68回

Q2 特徴は？

　最近よく耳にする「生成AI」、私たちの日々の暮らしにおいて急速にその存在感
を高めている。今回はその概要を紹介する。

　生成AI（Generative AI）とは、人間のように新しいコンテンツを作り出す人工知能技術のこと。大量のデータを学習し
たモデルを使って、人間の指示に応じて新しいコンテンツを自動生成する。文章、画像、音声、動画など、さまざまな形式の
コンテンツを作成可能。代表的な生成AIは下表参照。

それぞれのツールの特徴を下表に示す。

生成AI

種類 主なツール・サービス名 主な用途
テキスト生成 ChatGPT / Claude / Gemini / Llama 会話、文章作成、要約、翻訳、コード生成など
画像生成 DALL·E / Midjourney / Stable Diffusion イラスト、写真風画像、デザイン、アート制作
音声生成 Voicemod/ ElevenLabs/ Google TTS 音声合成、ナレーション、キャラクターボイス
音楽生成 Suno / AIVA / Soundraw 作曲、BGM制作、歌声生成
動画生成 Runway ML / Pika Labs / Synthesia プロモーション動画、アニメーション、教育コンテンツ
コード生成 GitHub Copilot / Tabnine/ CodeWhisperer プログラミング支援、コード補完、デバッグ

マルチモーダル GPT-4（Vision）/ Gemini / Claude 3 テキスト＋画像＋音声の統合処理、複雑な解析
3D生成 Spline / Kaedim/ Luma AI 3Dモデル作成、ゲーム・AR/VRコンテンツ制作
データ生成 ChatGPT Code Interpreter / Excel AI グラフ作成、統計分析、データ可視化

種類 主な特徴

テキスト生成
自然言語処理（NLP）技術を活用し、人間のような文章を生成。大規模言語モデル
（LLM）に基づいており、膨大なテキストデータで訓練されている。会話、要約、翻訳、
創作、コード生成など多用途

画像生成
テキストから画像を生成する「Text-to-Image」技術が主流。スタイル変換、画像補完、
構図変更なども可能。ディープラーニングの拡散モデル（Diffusion Models）が多く
使われる

音声・音楽生成 音声合成（Text-to-Speech）や作曲（AI Composer）に対応。声の感情や話し方を調
整可能。音楽生成はメロディ、コード進行、リズムなどをAIが学習

動画生成 テキストや画像から動画を生成。動きのあるコンテンツを自動で作成可能。画像生成技
術＋時間軸の処理が必要なため、技術的に高度

コード生成 プログラミング言語の構文と意味を理解し、コードを自動生成。IDEと連携してリアル
タイム補完やバグ修正も可能。開発者の生産性向上に貢献

マルチモーダル テキスト、画像、音声など複数の形式を同時に処理。例えば「画像を見て説明する」「音声
を聞いて要約する」などが可能。より人間に近い理解力を持つ

3D生成 3Dモデルや空間デザインを自動生成。ゲーム、建築、AR/VRなどに活用。テキストか
ら3Dオブジェクトを生成する技術も登場
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そこが知りたい

Q３ メリット・デメリットは？

Q5 今後は？

Q4 料金は？

　自動車業界においては、設計から製造、販売、アフターサービスに至るまで、広範囲にわたって活用、進化している。生産
性向上、コスト削減のためのツールとして大いに活用できる可能性があり、デメリットも考慮しながら、上手に活用したい技
術であることは間違いない

　利用規模によってピンキリ。（無料～数千円/月、数十万～数百万円/月）
　事務局ではMicrosoft365契約によりCopilotを無料で使用中。WebベースのAIチャット、ファイル要約、翻訳、構成案作
成等の機能が活用可能。
　＜無料お試しツール紹介＞
　ChatGPT Free（OpenAI）、Claude Free（Anthropic）、Gemini Free（Google）、Notion AI、Catchy

メリット

１．生産性の向上　短時間で文章・画像・コードなどを生成できるため、作業効率が大幅にアップ
　　例 ： 議事録の自動要約、広告コピーの即時生成

２．コスト削減　外注せずにコンテンツ制作が可能になり、制作費や人件費を削減
　　例 ： 中小企業が自社でSNS用画像をAIで作成

３．創造性の拡張　人間では思いつかないアイデアや表現を提示してくれる
　　例 ： 詩や物語の構成、アート作品のスタイル提案

４．パーソナライズが可能　ユーザーの好みや履歴に応じて、最適なコンテンツを生成
　　例 ： 学習者に合わせた教材作成、顧客ごとのメール文生成

５．24時間対応・即時応答　AIは休まず稼働できるため、カスタマーサポートや教育支援に最適
　　例 ： チャットボット（人間の代わりに自動で会話を行うソフトウェア）による問い合わせ対応

デメリット

１．誤情報の生成　AIは事実と異なる内容を生成することがある
　　例 ： 存在しない法律や人物を紹介してしまう

２．著作権・知的財産の問題　学習データに含まれる著作物を模倣する可能性があり、法的リスクがある
　　例 ： AIが生成した画像が既存作品に酷似している

３．過度な依存　AIに頼りすぎることで、創造性や判断力が低下する可能性がある
　　人間の目による最終チェックが不可欠

４．人材の役割変化・雇用への影響
　一部の業務がAIに置き換わることで、職種の再定義やスキルの再教育が必要

５．セキュリティ・プライバシーの懸念
　入力した情報がAIの学習に使われる可能性がある（特にクラウド型AI）
　　例 ： 機密情報AIに入力し、外部に漏洩

28



第５1回 :	路面性状測定車　

働くクルマたち

　社会に欠かすことができない車体工業会会員が製造してい
る多種多様な「働くクルマたち」について、毎回車種を選定し、
その特徴等、日頃は目にしないところを含めて紹介していく。
　第51回目は路面性状測定車について、特種部会の㈱オート
ワークス京都、㈱トノックスから紹介する。

1．路面性状測定車とは

3．路面性状測定車の特徴

　道路の表面状態を効率的かつ高精度に測定するための特殊な車両。主に道路管理者（国・自治体・高速道路会社など）が、舗
装の劣化状況を把握し、補修や更新の計画を立てるために使用するクルマ。

主な役割と技術
①路面の平坦性（ラフネス）測定 IRI (国際ラフネス指数) などを用いて、走行時の快適性や安全性を評価

②ひび割れ・わだち掘れの検出 高精度カメラやレーザーセンサで、路面の損傷を画像解析

③摩耗・滑り抵抗の測定 雨天時のスリップリスクなどを評価するための重要な指標

④位置情報の取得 GPSやIMU（慣性計測装置）を使って、位置情報と車体の動きを補正し、測定デー
タに正確な位置情報を付加

■1980年代 ： 開発の始まり
 1982年： 旧通産省の補助業務として初代の路面性状測定車が

開発される
 1984年： 東京道路エンジニア㈱（現中日本ハイウェイ・エンジニ

アリング東京㈱）「路面性状測定車」が登場し、高速道路
の保全管理に活用され始める

 1989年： 旧建設省の技術評価認定を受け、Ver.2へ進化
■1990～2000年代 ： 技術の進化と普及
 1996年～2006年：
  Ver.3が登場。CCDセンサカメラやレーザー変位計など

の非接触型計測技術が導入され、 IRI※１計測が可能にな
る。 Ver.3より計測速度が100㎞/ｈとなる

 2003年～： Ver.4ではGPS/IMU(慣性計測装置)による位置情報を活用し縦横断計測が可能になる。また、Ver.4より
「ロードタイガー」の名称となる

 2010年～： Ver.5ではさらに高精度・高密度の計測が可能となる。また、ひび割れ撮影についてはVer.4までのフィル
ムカメラから、デジタルカメラに更新され撮影精度が向上される

 ※１ : International Roughness Indexの略、道路の平坦性を評価するための国際的な指標

■2011年以降 ： 災害と技術革新
  東日本大震災（2011年）や笹子トンネル事故（2012年）を契機に、インフラ点検の重要性が再認識され

る。㈱トノックスが技術を継承し、小型化・高精度化を進め、地方自治体でも導入可能な仕様へと改良
■2020年代 ： AI・クラウド連携へ
  AIによるひび割れ自動判定、クラウドプラットフォームとの連携など、デジタル技術との融合が進行。2024

年には新型計測装置が発表され、より細密な診断が可能となる

【初代】
写真提供 ： ㈱オートワークス京都

２．路面性状測定車の歴史
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① 高速走行型測定車（例 ： ロードタイガー）

特 徴 時速120kmで走行しながら、ひび割れ・わだち掘れ・平
坦性などを高精度に測定

搭 載 機 器 3Dステレオカメラ、青色LED照明、GPS/IMU、レー
ザー変位計

用 途 高速道路の広域調査に最適。昼夜問わず測定可能
メ リ ッ ト 交通規制不要、測定効率が高い

② 一般道・高速道測定車

特 徴 停止から高速で走行（0～1２0km）、小型で運転しやす
く、普通免許で運用可

搭 載 機 器 レーザープロファイラカメラ、レーザーセンサ、簡易GPS

用 途 市町村道や生活道路の点検

メ リ ッ ト 舗装、道路会社導入、運用が容易、交通規制不要

③ 多機能型測定車（統合型）

特 徴 路面性状だけでなく、沿道画像や標識、レーンマークの
状態も同時に記録

搭 載 機 器 複数カメラ、LiDAR※1、AI解析ソフト　 
用 途 インフラ全体の維持管理に活用
メ リ ッ ト データの統合解析が可能

④ FWD※2測定車（路面表面のたわみ測定車 高速道路対応）

特 徴
載荷板が左右に移動し、車線からはみ出さずIWP※3、
OWP※4の測定が可能計測装置、ソフト、車両は国産の
ため保守が容易、普通免許で運用可

用 途 舗装構造の健全度を非破壊で評価
メ リ ッ ト 装置は油圧未使用で、運用が容易で環境にやさしい

働くクルマたち

４．路面性状測定車の種類

※1 レーザー光による距離測定装置
※2  重り(質量)を一定の高さから落下させて地面に衝撃を与え、その際に生じる路面のたわみ(変形量)を複数のセンサで測定し、たわみの分布か

ら、舗装の下にある構造層(表層、基層、路盤、路床等)の剛性や支持力を推定する装置
※3  舗装構造の評価で試験結果から得られる初期たわみ量や応力分布を基に設定される初期状態の評価点
※4  補修や再舗装後に目指すべき性能状態を示す評価点。IWPと比較し、補修の効果や必要性を判断

ロードタイガーVer.7
（中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京㈱）

㈱オートワークス京都製造

一般道・高速道測定車
㈱トノックス製造

FWD測定車(㈱トノックス製造) 
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COFFEE BREAK

釣りは海で ！ 
　　ダイナミックな船釣りに夢中です

㈱サニックス仙台　営業部　貝
かい

沼
ぬま

 美
よし

行
ゆき

  
　私の趣味は、壮大な海へと船を出す「船釣り」です。陸っぱ
りでは味わえないダイナミックさ、そして「大物を釣る！」と
いうロマンが、私をこの趣味の虜にしています。
　船釣りの一番の魅力は、そのスケールの大きさです。沖
に出ると、周りには水平線しか見えません。潮風を浴びなが
ら、船長が教えてくれる特別なポイントへ向かう時間は、ま
るで冒険の始まり。日常のストレスや悩みは、広い海の中に
溶けて消えていきます。
　船釣りの醍醐味は、やはり魚との真剣勝負です。
　狙う魚の種類に
よって、ルアーを工夫
し、誘い方を考える。
この試行錯誤が楽し
いんです。魚探に反
応が出たときのドキ
ドキ感はたまりませ
ん。そして、急に竿が
グイッと引き込まれ
る瞬間 ！ 全身に電気
が走るような、強烈な
アタリです。
　船の上で、このヒラ
メと力比べをしてい
るときは、もう夢中
でした。重くて、強く
て、なかなか上がってこない。でも、必死でリールを巻き上
げ、ついに水面に出てきたときの感動と、この魚体を抱えた
ときのズシリとした重みと達成感は、何度経験しても最高
です。「やってやったぞ！」と、思わず声が出てしまうほどの
喜びです。この一枚は、私にとって最高の宝物です。
　船釣りで釣れる魚は、種類も豊富です。マダイ、ブリ、サワ
ラ、根魚など、季節によってターゲットが変わるので飽きる

喜怒哀楽を共にした
　　　　　　　仲間との出会い

ジェイ・バス㈱　特装・サービス部　加
か

須
す

屋
や

 進
すすむ

  
　会社が設立されてから11年が経過した頃にジェイ・バス
アスリートクラブが発足し、今年で10年目を迎えました。私
は発足当時からクラブ代表を務めさせていただいていま
す。現在、男女含めて24名在籍しており、主な競技種目は
マラソンと自転車です。会社名でエントリーできる大会は、
会社より参加費用の支援をいただいています。会社が協賛

ことがありません。四季折々の海を楽しみ、旬の魚を狙える
のが魅力です。
　そして、苦労して釣り
上げた魚は、味が格別で
す。鮮度が抜群なので、刺
身で食べると、スーパー
では買えない最高の美味
しさ。家族や友人に振る
舞うとき、「この魚は私が
釣ったんだよ」と言って、
みんなが「美味しい！」と
喜んでくれる瞬間も、私に
とって大きな喜びです。
　もちろん、自然相手なので、毎回大漁とはいきません。釣
れない日もあります。でも、それもまた海からの「勉強」だと
思って受け入れています。釣れない日があるからこそ、大物
が釣れたときの喜びが何倍にもなるんです。
　これからも、安全に気をつけながら、この大自然の海で、
一生忘れられないような思い出の魚を追い求め続けてい
きたいと思っています。私にとって船釣りは、日々の活力を
生み出す、最高の趣味です ！

先日、ついにこんな大物（ヒラメ９８ｃｍ）
を釣り上げることができました！

クラブ仲間と集合写真
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している大会は特に力が入ります。
　地元小松市の「KOMATSU全日本鉄人レース」は、クラ
ブ発足前の2012年から参加しており、チームリレーの部
では、2017年と2018年は3位入賞、その後コロナ過で大
会が中止になったり、メンバーが揃わず不参加が続いてし
まいましたが、2023年にはアスリートクラブ悲願の優勝を
果たすことができました。昨年と今年も参加しましたが、大
会のレベルが年々高くなってお
り、上位に食い込むことはでき
ませんでした。
　金沢市主催の「利家とまつ
金沢城リレーマラソン」では、
パフォーマンス賞を獲得、順位
では3位入賞もありました。自
転車競技では、「温泉ライダー
i n加賀温泉郷」の４時間エン
デューロにチームで参加し、企
業対抗の部で、2018年優勝、
2019年は連覇できず2位入賞、2025年は惜しまれつつ最
後になってしまった大会ですが、3位に入賞できました。最大
４人１組のチーム構成の中で、駆け引きが重要となり、如何
にタイムロスを少なく効率よく交代しながら４時間競い続
けられるかが勝負の鍵とな
ります。この3戦は私自身
もメンバーとして参加し、3
戦共に表彰台に上れたこと
が非常に嬉しかったです。
　最後に、このクラブを通
じて、仲間と共に汗を流し、
嬉しい時、悔しい時、時には
涙も流し、同じ感動を分か
ち合えたことに、感謝しか
ありません。私は、来年３月
で定年を迎え、代表は後輩にバトンを渡します。このクラブ
が今以上に発展することを願いつつ、私も可能な限り競技
人生を続けて行きたいと思います。　　　

COFFEE BREAK

鉄人の部完走

チーム戦バイク担当

野球人口が減少しています…。 
㈱NICHIJO　技術総括部　伊

い
藤
とう

 雅
まさ

人
と

　札幌ローカルテレビ局のスポーツニュースでは、北海
道日本ハムファイターズのプレーオフとロサンゼルス・ド
ジャースのワールドシリーズ連覇の話題で盛り上がりをみ

せています（…と、この後者の
話題に触れると、この原稿が〆
切間際に泡食って書いている
のだと一部の方にはバレてし
まいますが…）。
　それはさて置き、近ごろ野
球を”観る”人ついては、ファイ
ターズが北海道に拠点を移し
て以降関心を持つ方が増えて
きたように感じますが、”する”
人は年々少なくなってきてい
る印象で、弊社の野球部にも
その影響が少なからず及んで
いると感じます。新入社員当時
に先輩から入部を強制…もと
い、勧誘していただき、以来活
動を続けていますが、入部当時は20人ほどいた部員も今
や10人ほどに減少。若い方の趣味が多様化したことも大き
いと思いますが、野球を学生時代に部活動で経験してきた
方が減少している印象です。主に平日の朝5時頃から試合
が開始されるという、日勤サラリーマンには過酷な朝野球
なので、毎々、試合当日の朝に9人揃うかどうかで肝を冷や
します。
　今年も弊社の野球
部は、5月から8月に
かけて市内の朝野球
リーグ戦に参戦しまし
た。今年は打撃陣が好
調で例年になく勝ち
星を重ねることができ
ました（掲載写真①、
②）が、その反面、固定
の投手が不在であっ
たため、打撃陣が奮起
しても相手の猛攻で
火だるまになることも
しばしば…（主に私の
ことです。チームの皆
さんごめんなさい…）。　従って、今後の課題は柱となる投
手を発掘し、浮き沈みの少ないチームつくりをすることで
はないかと考えています。　
　ちなみに、個人的な今後の目標は、成績よりも安全第一
でケガなくシーズンを終えることです。　

写真①　ある日の試合結果

写真②　ある日の試合結果

某SNSに掲載された写真
（奇跡的に勝ち投手になった試合）

32



いい どど ばば たた 会 議会 議

会員の誰もが参加できて、SNSの投稿記事を見るような楽しい記事を
掲載していきます。皆様のご参加をお待ちしております。第２4回

私のSDGｓ　Part１5

いどばた会議

　会社でベルマークを集めているので、なるべくベル
マークがついている商品を購入しています。
　集めたベルマークは、地域の学校へ寄付をするそう
なので、地域の子供たちの学校生活が豊かになると嬉
しいです。　

　家で揚げ物を作る時、油を切る際にキッチン
ペーパーではなく牛乳パックを再利用しています。
　使い終わった牛乳パックを開き、表面のパッケー
ジを薄く剝がして使うと揚げ物の油を吸い取って
くれます。
　裏面まで油が染みてくることがないのでおすす
めです ！

　2019年に建て替えた住居がZEH（ネッ
ト・ゼロ・エネルギー・ハウス）住宅であるた
め、太陽光発電によって昼間の冷暖房を
賄い夜間はエアコンを必要としない省エ
ネ生活が送れています。
　ZEHを実感したことによって電気使用
料への関心が高まりました。

牛乳パックの再利用★

㈱東海特装車　　鳥
と

羽
ば

 美
み

慧
さと

㈱東海特装車　　野
の

村
むら

 采
あや

加
か

TAKANO WORK‘S㈱　　大
おお

西
にし

 孝
たか

史
し

地域の学生のためのベルマーク

ZEH住宅で環境にやさしい暮らし
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いどばた会議

　ペットボトル飲料
を購入する代わり
に、強めの炭酸水
を自宅で作って持
参しています。
　使い終わった炭
酸ガスシリンダー
は店舗で回収され、
交換用として購入
するシリンダーがリ
ユース品である点
にも好感を持って
います。

　会社の敷地を草刈りマシーンが活躍しています ！
機械や人の手を使わずwinwinでお腹いっぱいまで食
べ排泄処理した物もまた肥料となるので自然の草がま
たいっぱい育ちます ！ ◎

　2025年2月より石川県にある本社工場から茨城
県の古河工場に赴任していますが、妻と別居のた
め、自らスーパーで買物する機会が急増しました。赴
任当初は毎回5円のビニール袋を購入し、買い物し
ていましたが、結局捨てる５円がもったいなく感じ、
レジに並ぶ方々を見習い、今ではエコバッグで買物
しています。
　今更だと言われそうですが、これからも継続しよ
うと思います。次はマイ買物カゴに挑戦です。

　我が家はオール電化、太陽光エネルギー、そし
てEV車2台のオール電気で日々生活しています。
　今後はV2H（Vehicle to Home）も視野に入
れており、電気をムダなく効率的に日々の生活か
ら使用し、脱炭素社会の実現に向けて微力ながら
貢献できたらと思います。

オール電化再生可能エネルギー導入

オリジナル超強炭酸水

日本ペイント・オートモーティブコーティングス㈱

岡
おか

本
もと

 圭
けい

史
し

トヨタ自動車東日本㈱　　小
こ

泉
いずみ

 正
ただし

㈱トランテックス　　中
なか

内
うち

 康
やす

暢
のぶ

日産車体㈱　　川
かわ

㟢
さき

 裕
ゆう

介
すけ

古河工場赴任からの
エコバッグ
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我が社の元気人

トヨタ車体㈱　
開発統括部

竹
た け

本
も と

 麻
ま

衣
い

さん

阪和興業㈱
アルミ・ステンレス部
アルミ・ステンレス第一課

田
た

口
ぐ ち

 尚
な お

幸
ゆ き

さん

Ｑ１　どんなお仕事ですか？
　技術部門を統括する部署で、組織変革に向けた企画立
案と推進に取り組んでいます。トップ層と現場の双方の想
いを理解し、企画を考え実行していくことを大切にしていま
す。多くの部署と関わる中で、人脈を広げながら自分自身
も成長できる仕事です。

Ｑ２　仕事で楽しいときは
　企画提案やイベントなどをやり切った時の達成感や仕事
を通じたくさんの方たちと繋がったときです。
　特に企画の主旨に沿った成果や参加者からの前向きな
言葉や感謝の言葉をいただくと嬉しい気持ちになります。

Ｑ3　仕事でつらいこと
　人との関わりが多いため、様々な意見を理解し、納得や
共感を得るまで苦労することもあります。
　しかし、粘り強くコミュニケーションを取りながら「相手の
立場で考える」プロセスを繰り返すことで、私自身にはない
考え方や発想の着眼点が増え、結果として成長に繋がって
いると感じています。　

Ｑ4　これまでの仕事の中で
 印象に残っている出来事は？
　従業員へのライブ配信による技術部門のトップ対談に参
画したことです。トップとお話しする機会は今まであまりな
かったため緊張しましたが、直接会話をすることで職場に対
する課題ややるべきことが明確になりました。その経験が
今の仕事にも繋がり、一歩踏み出す機会になったと感じて
います ！

Ｑ5　御社のPRをしてください ！
　当社は「HaCoB(ハコブ)を通じて世界に貢献」というビ
ジョンを掲げ、商用車、ミニバン、SUVを通して、お客様へ
ハコブ価値を提供しています。また、近年では間伐材を用
いたプラスチック「TABWD(タブウッド)」や塗装時のCO2
削減など、地球環境に配慮した技術開発にも力を入れてい
ます。お気軽にお問合せください ！　

Ｑ１　どんなお仕事ですか？
　阪和興業㈱は、鋼材をメインに扱う商社です。鉄鋼部隊
の中でアルミ・ステンレスをメインに扱う部署に所属し、ア
ルミ・ステンレス製品の卸売をメインに従事しています。素
材のご販売だけではなく、加工も請け負っています。

Ｑ２　仕事で楽しいときは
　自分が卸した材料を使用してモノづくりが行われ、完成
されたモノを見る瞬間が一番楽しく、嬉しいです。商社自体
にモノづくりの技術があるわけではないので、技術の方々
が問題ないと評価する材料を卸すことができ、「ありがと
う」と言っていただいた際には非常に報われた気持ちにな
ります。

Ｑ3　仕事でつらいこと
　商社は材料の卸売りがメインのため、卸した先で品質不良
が発生すると非常につらいです。不良を出さないことは勿論
心がけておりますが、仮に発生してしまった際には、如何なる
業務よりも最優先に対応することを心掛けています。

Ｑ4　これまでの仕事の中で
 印象に残っている出来事は？
　新入社員の時、指導員が遠方へ異動することになり、引
き継いだお客様のもとへ足繁く通い、どんな些細なことに
も即座に答えていた結果、「田口君なら安心して任せられ
る」と言っていただいたことが、一番印象に残っています。
この時から、どのようなお客様に対しても些細なことでも
対応を怠らない精神を持つようになりました。

Ｑ5　御社のPRをしてください ！
　阪和興業㈱は鉄鋼、鉄鋼原料、各種金属、食品、エネル
ギー、生活資材、木材、機械等の国内販売及び輸出入を行
う商社です。また独立系かつ一次商社であることを活か
し、ユーザー様ごとに最適なご提案をさせていただきま
す。何か材料や加工でお困りの際には一言お声がけくださ
い。どのようなご相談でも構いません。

仕事を通じて、
たくさんの方たち
と繋がってます

完成されたモノを
見る瞬間が一番

楽しく、嬉しいです
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車体工業会会員生産台数の公表について
部会毎の生産台数等詳細の情報は当会ホームページをご覧ください（一部会員限定）。
https://www.jabia.or.jp/production/

2025年度4月～9月　会員生産状況

DATA FLASH

非量産車

特装 特種 バン トレーラ 大中型バス
（除 小型、コミューターバス）　

平ボデートラック
（除 シャシメーカー標準トラック）

量産車（シャシメーカー標準トラック、小型、コミューターバス、委託生産の乗用・小型商用・軽）　

前年比

※台数は小数点以下四捨五入

前年比

総合計
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編集後記

表紙写真について

　本車両は、道路の表面状態を効率的かつ高精
度に測定するための特殊な車両で、主に道路管
理者（国・自治体・高速道路会社など）が、道路イ
ンフラの維持管理において重要な役割を担う
車です。
　走行しながら、路面の凹凸やひび割れ、摩耗
状態などを高精度センサやカメラで計測し、道
路の安全性や快適性を評価します。取得された
データは、補修計画の立案や予防保全の判断材
料として活用され、持続可能な道路管理の実現
に貢献しています。

特種部会　　㈱オートワークス京都製
「路面性状測定車」

この会報「車体NEWS」は、主として法令改正等含めた自動車車体にかかわる情報をとりまとめ、春、夏、秋、冬の4回、
季刊発行により関係方面の方々に毎回およそ1,８00部を送付させていただいております。送付先は当工業会会員事
業所他全国の大型車等の自動車販社、各都道府県のバス、トラック協会、バス、トラックの大手ユーザー、全国の経済
産業局、運輸局、運輸支局、自動車技術総合機構、日本自動車車体整備協同組合連合会、軽自動車検査協会及び自動
車関係団体となっております。

三輪精機株式会社………………………… 表2
イサム塗料株式会社…………………… P.38
スリーエム ジャパン株式会社 ………… 表3
損害保険ジャパン株式会社……………… 表4

広告掲載会社

編集後記
　2025年も残すところあとわずかとなりました。
　本号では、巻頭言で資材部会創立60周年という節目を迎えた歴史と将
来に向けた取組み、また秋季会員大会やジャパンモビリティショー出展な
ど、業界の活性化に向けた活動を幅広くご紹介しました。
　さらに、カーボンニュートラル対応やコンプライアンス優先経営、さら
には生成AIの活用など、変化の時代に求められるテーマにも触れていま
す。これらは、私たちが直面する課題と可能性を示すものであり、業界全
体で知恵を出し合いながら進めていくことが重要です。
　「働くクルマたち」では、東日本大震災や笹子トンネル事故の後、私たち
の暮らしを支える「静かなヒーロー」として活躍している路面性状測定車
を紹介しています。目に見えない道路の傷みを、センサとカメラで正確に
診断し、復旧や安全対策の判断材料を提供してくれます。災害の爪痕が
残る中、黙々と走り続けるその姿は、まさにインフラの守護者。「技術の力
が、人々の安心を支えている」、「社会を支える車体工業会の役割」を改め
て実感いただけると思います。　
　最後に、今後も皆様にとって役立つ情報やちょっと面白い話題をお届
けできるよう頑張ります。ご意見・ご感想はぜひ事務局までお寄せくださ
い。寒さが厳しくなる季節、どうぞお体に気をつけて。

（小森）

NEWS
202５年12月15日発行
発行所 一般社団法人　日本自動車車体工業会
 〒105-0012　東京都港区芝大門1-1-30
 TEL.03-3578-1681　FAX.03-3578-1684
発行人　小森　啓行

WINTER 202５ 冬

お知らせ

技術発表会のご案内
◆日　時 ： ２０２６年３月１９日㈭　１４：３０～１７：００ 
◆場　所 ： 車体工業会会議室からＷｅｂ配信
◆内　容 ： 会員各社の新技術、新製品に関する発表
◆申込み ： 別途ご案内申し上げます。
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スリーエム ジャパン株式会社
コマーシャルブランディング＆トランスポーテーション営業本部

本社　〒141－8684　東京都品川区北品川6丁目7番29号
URL　https://www.mmm.co.jp

夜間や薄暮に多発するトラックなど大型車両の事故。車両の視認性低下が原因の
ひとつとなっています｡夜間の事故防止には再帰反射材による車両マーキング（線状
再帰反射材、輪郭再帰反射材等）が不可欠です。その効果は様々な研究報告により
明らかになっています。
わが国では「道路運送車両の保安基準」でその取付要件が規定されました。すでに
欧米では多くの国々で取付要件が規定されており、義務化された国もあります。ス
リーエムではこの基準に適合した（※Eマーク付）3MTMダイヤモンドグレードTMコンスピ
キュイティ反射シートを提供しています。
また、スリーエムでは従来より車体のボデーをPR媒体として活用するフリートマーキン
グシステムの概念を提案し、スコッチカルTMフィルム、コントロールタックTM　コンプライTM 
グラフィックフィルム、プリントラップフィルム等の施工性に優れた製品を提供してきまし
た。トラック輸送の有効性、重要性が今後さらに見直される傾向にあります。今こそ安
全性とPR効果がキーワードの車両マーキングとフリートマーキングの採用を検討する
時期です。

3MTM

ダイヤモンドグレードTM

コンスピキュイティ反射シート

3MTMダイヤモンドグレードTM

コンスピキュイティ反射シート

3MTMプリントラップフィルム IJ280

Eマークとは：国際的な車両型式認証の相互承認制度
（IWVTA）に基づき、協定規則の要件に適合した製品に
付記することができるマーク。このマーク入り製品は「道
路運送車両の保安基準の細目を定める告示 第55条の
2」に定められている基準に適当している製品です。




